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成鵬事

校舎が完
昨
年
八
月
か
ら
建
設
を
進
め
て
き
た

戒
川
小
学
校
が
、
総
事
業
費
一
億
五
千

三
百
八
十
万
六
千
円
で
、
一
一
月
二
十
日

完
成
し
ま
し
た
。

今
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
旧
校
舎
の
老

朽
化
、
施
設
の
近
代
化
と
教
育
環
境
の

整
備
の
た
め
改
築
さ
れ
た
も
の
で
、
将

来
は
、
林
間
学
校
の
開
設
を
図
り
、
林

間
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
も
考
え

て
い
ま
す
。

こ
の
新
校
舎
は
、
複
式
学
級
と
し
て

南
予
に
は
珍
し
く
、
戒
川
に
ふ
さ
わ
し

い
木
造
風
の
形
を
し
て
お
り
、
屋
根
に

は
光
を
と
り
い
れ
る
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
を

採
用
す
る
な
ど
、
子
供
た
ち
の
授
業
に

便
利
な
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
業
の
概
要
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、
一
部
木
造
の
二
階
建
て
、
延
べ
面

積
九
二
二
・
一
一
二
ば
で
、
一
階
は
、
校

長
、
職
員
、
理
科
、
家
庭
科
室
な
ど
、

二
階
は
、
普
通
、
音
楽
、
図
書
室
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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平成二年度施政方針

住
民
生
活
の

諸
施
設
整
備

ふ
る
さ
と
い
つ
く
り
に
も
着
手

平
成
二
年
長
浜
町
議
会
第
一
固
定
例
会
が
、
一
ニ
月
十
五
日
か
ら
三
月
二
十
日
ま
で

の
六
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
、
平
成
二
年
度
の
当
初
予
算
や
、
振
興
計
画
基
本
構
想

の
制
定
な
ど
二
十
七
件
の
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
。
ま
た
、
語
会
報
告

案
件
四
件
は
、
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
請
を
前
に
、
町
長
が
平
成
二
年
度
の
施
政
方
針
を
表
明
。
続
い
て
三
人
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

施
政
方
針
、
可
決
さ
れ
た
こ
と
、

す。

平

一年

は

じ

め

平
成
二
年
度
を
も
っ
て
、
任
期
も
後

半
年
と
な
り
、
こ
の
一
期
四
年
を
振
り

返
る
な
ら
ば
、
私
な
り
に
町
民
の
皆
さ

ん
の
意
を
最
大
限
く
み
取
り
、
各
々
目

標
を
達
成
す
る
事
が
で
き
た
も
の
と
白

色
戸
し
て
い
る
。

特
に
、
長
浜
町
総
合
整
備
基
本
計
画

策
定
、
行
政
改
革
、
電
算
導
入
、
公
営

住
宅
・
櫛
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
完
成
、

役
場
庁
舎
の
増
改
築
、
道
路
、
漁
港
を
は

じ
め
上
水
道
の
整
備
な
ど
も
計
画
通
り
、

進
捗
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

一
般
質
問
の
模
様
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま

童十

議
員
各
位
は
も
と
よ
り
町
民
の
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
賜
で
あ
る
と
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
る
。

き
て
、
一
期
目
の
仕
上
げ
と
な
る
新

年
度
は
、
ソ
連
を
は
じ
め
東
欧
諸
国
で

民
主
化
の
動
き
が
激
烈
を
究
め
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
や
リ
ー
ダ
ー
シ

y
プ
の
重
大

さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
。

国
内
に
お
い
て
も
か
つ
て
な
い
政
治

的
、
社
会
的
動
向
の
中
で
総
選
挙
が
行

わ
れ
た
が
、
西
国
代
議
士
が
最
高
得
票

を
も
っ
て
五
度
目
の
当
選
を
さ
れ
た
こ

と
は
、
長
浜
町
の
今
後
の
躍
進
の
た
め

に
も
力
強
い
限
り
で
あ
り
、
西
同
代
議

士
の
ご
指
導
に
期
待
を
し
て
い
る
。

一
九
九

O
年
の
展
望

一
九
九

0
年
代
に
至
り
、
核
家
族
化

の
進
行
、
福
祉
問
題
等
、
行
政
課
題
も

一
層
複
雑
多
様
化
し
て
く
る
も
の
と
考

え
ら
れ
、
地
域
共
同
体
の
崩
壊
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
事
は
、
地
方
自
治
推
進
上
、

非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
都
市
化
社
会
へ
の
進

展
に
よ
っ
て
「
差
が
つ
く
時
代
」
が
、

到
来
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
町
民

の
皆
さ
ん
も
、
十
分
認
識
し
て
頂
き
た

ー
し

V

施政方針を述べる西田町長

わ
ら
お
こ
し
、
ま
ち
q

つ
く
り
と
い
う

テ

i
マ
で
い
っ
せ
い
に
噴
き
出
し
た

全
国
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
活
性
化
事

業
は
、
正
し
く
町
や
村
の
生
き
残
り
を

か
け
た
宣
戦
布
告
で
も
あ
り
、
こ
の
こ

と
を
し
っ
か
り
と
基
本
に
据
え
、
私
の

一
期
日
の
「
仕
上
げ
の
年
」
と
し
て
、

積
極
的
な
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

私
の
、
町
占
つ
く
り
の
最
大
の
施
策
は

働
く
場
所
ゃ
つ
く
り
、
若
者
が
長
浜
で
暮

ら
せ
る
町
守
つ
く
り
で
あ
り
、
長
期
計
画

の
下
、
歴
代
町
長
及
び
議
会
の
皆
さ
ん

と
一
九
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
の

が
二
大
臨
海
工
業
開
発
事
業
で
あ
る
。

町
守
つ
く
り
の
考
え
方
は
、
各
人
各
様

で
あ
る
が
、
我
が
長
浜
町
に
わ
い
て
は
、

働
く
場
所
a

つ
く
り
の
た
め
の
開
発
事
業

が
全
国
屈
指
、
県
下
最
大
の
町
守
つ
く
り

で
あ
る
と
思
う
。

拓
海
工
業
用
地

埋しる卜工
立い長 h 事第
地名浜日もて
に称をに当次
はのイ完初問
、「メ成の発
二拓{1 し計事
十海みジ 、画業
社」し大通に
のとた'f"りよ
進定町も昨る
出まに j毎年用
もつふ、に卜土也
決たさ拓2一造
定。わけ月成

し
、
町
民
の
方
々
に
ご
心
配
を
頂
い
た

用
地
は
、
完
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
は
、
一
日
も
早
い
各
企
業
の
丘
地

操
業
が
行
わ
れ
、
本
町
の
産
業
経
済
の

振
興
発
展
が
佐
立
さ
れ
る
よ
う
、
精
い

っ
ぱ
い
の
努
力
を
し
て
い
く
事
を
約
束

し
、
有
終
の
美
が
飾
れ
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
第
三
次
開
発
事
業
の
仕
上

げ
の
年
と
し
た
い
考
え
で
あ
る
。

開
発
事
業
の
推
進

港
湾
整
備
は
、
第
三
次
開
発
推
進
に

連
動
さ
せ
る
と
と
も
に
、
凶
瀬
戸
経
済

圏
域
で
の
重
要
な
機
能
を
備
え
た
港
湾

と
し
て
整
備
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
西
瀬
戸
経
済
問
も
国
の
第
四

次
全
一
国
総
合
整
備
計
画
に
h

引
い
て
、
正

式
に
イ
ン
タ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
固
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
、
長
浜
港
は
、
ア
ジ

ア
サ
ブ
ポ
ー
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
港
湾
の
早
期
整
備
と
同

時
に
、
重
要
港
湾
昇
格
に
向
け
、
国
・
県

に
対
し
強
力
に
運
動
を
展
開
す
る
事
に

し
て
い
る
。
第
三
次
開
発
事
業
に
つ
い

て
は
、
「
第
三
次
開
発
事
業
推
進
特
別
決

議
」
が
な
さ
れ
、
一
部
、
小
型
船
だ
ま

り
の
整
備
が
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
内

港
埋
め
立
て
に
よ
り
都
市
機
能
施
設
、

生
活
環
境
施
設
を
中
心
に
、
住
民
の
生

活
に
直
接
関
わ
り
の
あ
る
諸
施
設
の
整

備
を
精
力
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
"
つ
く
り

「
ふ
る
さ
と
守
つ
く
り
特
別
対
策
事
業
」

は
、
平
成
-
一
年
度
か
ら
着
手
し
て
い
く

予
定
で
、
白
滝
の
「
滝
め
ぐ
り
自
然
遊
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珍
道
」
整
備
事
業
、
「
小
浦
リ
バ

l
サ
イ

ド
ス
ホ

i
ツ
パ
ク
」
整
備
事
業
の
ほ

か
、
「
肱
川
あ
ら
し
民
望
公
園
ル
l
卜
整

備
」
、
「
沖
浦
さ
く
ら
め
迫
整
備
」
に
取

り
組
ん
で
い

71

ま
た
、
町
づ
ぐ
り
に
直
結
す
る
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
ほ
、
本
米
、
行
政
主
導

に
あ
る
の
バ
に
は
な
く
、
住
民
自
ら
の
発

想
の
展
開
と
実
行
が
鍵
ど
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
町
の
資
源
や
環
境
を
生
か
し
、

独
自
の
ア
イ
デ
ア
と
実
践
力
で
取
り
組

ん
で
項
く
よ
う
期
待
す
る
た
の
で
あ
る
。

ぬい句献血 ~ベ;-一一一

福
祉
・
匪
痩
・
保
験

福
祉
税
び
に
保
険
医
療
施
詫
二
つ
い

て
は
、
者
実
に
進
行
す
る
老
齢
化
社
会

へ
の
対
応
と
し
て
、
現
在
、
高
齢
者
サ

ー
ビ
ス
調
整
チ

i
ム
を
編
成
し
、
諸
々

の
対
策
を
検
討
中
で
あ
り
、
施
設
に
つ

い
て
は
、
養
護
老
人
ホ

l
ム
白
山
間
を

移
転
改
築
す
る
と
と
も
に
、
広
域
的
な

特
別
主
護
老
人
ホ
ー
ム
を
併
設
し
、
一
ア

イ
什
|
ビ
ス
や
シ
ゴ

l
ト
ス
テ
イ
等
の

推
進
に
取
り
組
み
た
い
。

ま
た
、
従
宅
保
健
福
祉
吋
策
で
は
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
!
の
噌
員
計
画
等
、
一

層
充
実
開
化
し
ζ

い
き
た
い
。

医
療
の
問
題
に
つ
い
で
は
、
成
人
病

検
診
を
主
体
と
し
た
老
人
保
健
事
業
の

充
実
仁
努
め
、
受
払
計
率
の
向
上
と
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
よ
る
健
嘆
保
持
を
促

進
し
た
い
考
え
で
あ
る
が
、
日
常
生
活

の
あ
り
方
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
体
制
に
つ

い
て
も
禿
実
強
化
す
べ
き
と
考
え
て
お

り
、
訪
問
指
導
、
健
康
相
談
、
広
報
活

動
の
充
実
を
図
つ
で
い
く
。

国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

弾
力
的
に
運
営
で
き
と
お
り
、
押
印
検
税

針方政匝哩阻彊施

の
引
雪
上
り
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
と

が
、
国
保
川
入
者
の
減
少
に
よ
り
、
予

断
を
許
さ
ぬ
状
況
に
あ
る
ご
と
か
ら
、

国
保
制
度
内
珂
解
を
深
め
て
頂
く
た
め
、

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
制
度
の
設
百
合

考
え
て
い
る
c

環
境
行
政
と
公
害
防
止

環
境
庁
攻
に
お
い
て
法
、
大
洲
市
と

の
広
域
事
業
に
よ
り
ゴ
ミ
処
理
施
設
の

建
設
を
進
め
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

平
成
三
年
度
稼
働
を
め
ざ
し
て
い
る
コ

ま
た
、
ハ
ぷ
共
墓
地
の
建
設
に
つ
い
て

辻
、
土
地
開
発
公
佳
に
委
ね
で
、
用
地

の
確
保
を
模
索
し
「
¥
い
る
。
構
恕
と
し

て
は
一
一
百
甘
悼
の
造
成
を
計
画
し
て
お
り
、

公
園
を
七
ン
ト
し
た
墓
問
墓
地
と
し
で
、

平
成
一
七
年
度
を
め
ど
に
完
成
す
べ
く
わ

願
い
在
し
て
い
る
。

次
に
公
害
防
止
に
つ
い
て
は
、
拓
海

工
業
用
地
へ
の
進
出
企
業
も
決
定
し
た

こ
と
に
よ
り
、
現
存
よ
り
環
境
が
悪
化

す
る
ご
と
の
な
い
よ
う
、
指
導
と
叫
監
視

を
行
っ
て
い
く
。

曲
属
林
水
産
業

農
業
問
題
に
つ
い
で
は
、
柑
橘
再
編

計
画
も
平
成
一
一
年
度
が
最
終
年
度
し
こ
字

り
、
計
酬
の
百
二
十
拾
の
減
反
が
で
き

る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
上
に

コ
ス
ト
の
低
械
、
品
質
の
向
上
に
努
力

し
、
足
腰
の
強
い
農
培
木
構
造
の
確
立
が

重
要
な
課
題
と
考
え
、
第
三
次
長
浜
町

農
業
振
興
計
画
と
合
わ
せ
て
、
農
民
主

体
の
農
政
の
推
進
に
全
力
を
傾
注
し
て

て
い
く
じ

休
業
に
つ
け
て
辻
、
森
林
総
合
整
備

計
画
に
基
づ
き
、
平
成
二
年
度
か
ら
五

か
年
計
画
で
、
肱
川
西
地
区
の
育
林
事

業
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。
肱
川
の

京
地
区
に
つ
い
て
は
、
本
事
業
の
計
画

調
査
業
務
を
平
成
，
一
年
一
度
に
、
ま
え
、

造
林
除
問
伐
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
実

施
す
る
考
え
戸
、
あ
り
、
新
規
事
業
と
し

て
は
、
林
業
技
能
取
得
促
准
一
事
業
を
導

入
ト
ヲ
る
字
、
技
能
作
業
士
の
育
成
向
上

等
の
作
進
に
努
め
ム
ん
い
c

本
民
業
に
つ
い
て
は
、
伊
予
機
中
央

マ
リ
ノ
ベ

i
シ
ョ
ン
構
想
の
実
施
計
画

を
、
県
の
指
導
を
号
け
て
現
在
策
定
小

で
あ
り
、
本
計
画
に
従
来
の
事
業
を
網

ら
し
て
、
継
続
的
に
事
業
を
実
施
す
る

考
え
で
あ
る
。
漁
港
に
つ
い
て
は
、
整

備
を
進
め
て
い
る
儲
生
漁
港
に
つ
い
て

早
期
完
成
に
努
力
し
て
い
く
。
ま
た
、

沖
浦
そ
の
他
の
長
期
整
備
完
了
港
に
つ

い
て
も
、
引
当
~
続
き
事
業
の
推
進
を
図

る。
高
癌
衝
の
活
性
化

商
業
に
つ
い
て
は
、
商
屑
街
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
日
帯
以

者
の
t
l

山
識
改
本
が
章
一
安
で
あ
る
。
現
状

を
的
確
に
杷
揮
し
て
将
来
の
司
通
し
安

企
て
、
自
信
を
持
っ
て
積
極
的
に
事
業

に
取
り
組
ん
で
ほ

L
い
)
そ
の
た
め
に

は
、
商
工
会
に
よ
る
経
営
指
撃
の
充
実

を
向
り
、
総
合
酌
な
桁
潜
?
を
お
願
い
し

た
い
。
ま
た
、
よ
り
良
い
購
買
環
境
の

整
備
の
た
め
、
開
凶
橋
の
た
も
と
の
公

衆
ト
イ
レ
を
近
代
的
な
も
の
に
建
て
替

え
る
計
画
で
あ
る
。

土

木

行

政

土
木
行
政
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
大

雨
に
よ
り
被
災
し
た
施
設
の
漫
旧
に
つ

い
ご
、
平
成
一
冗
年
度
及
び
二
年
度
に
お

い
て
速
や
か
な
対
応
に
心
が
け
る
と
と

も
に
、
町
土
の
防
災
に
つ
い
て
も
、
両

市
日
本
中
央
構
造
線
の
舌
端
部
に
位
置

す
る
、
極
め
て
厳
し
い
地
勢
に
め
る
こ

と
か
ら
、
地
滑
り
防
止
、
静
山
、
急
傾
斜

地
崩
壊
防
止
、
崖
崩
れ
防
止
対
策
片
手
、

諸
事
業
の
導
入
に
よ
り
住
環
境
の
保
全

に
努
力
を
払
う
所
存
で
あ
る
c

教

育

行

政

教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
物
質
的
に

竪
か
に
な
っ
た
生
活
環
境
の
中
で
、
道

徳
性
の
欠
如
、
協
調
性
や
思
い
や
り
の

欠
仙
が
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

三
の
よ
う
な
ご
と
の
な
い
教
育
環
境
、

社
会
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
3

ま

た
、
絵
画
・
音
楽
・
講
演
会
・
ス
ポ

ツ
竺
に
触
れ
合
う
機
会
を
つ
く
り
、
豊

か
な
教
育
環
比
明
日
つ
く
り
に
努
力
す
る
c

教
育
施
設
面
で
は
、
出
海
小
学
校
プ

ー
ル
の
建
設
を
計
画
し
、
社
会
教
育
刷

で
は
、
愛
媛
県
ク
ラ
ブ
駅
伝
大
会
を
開

催
、
健
康
守
つ
く
り
の
た
め
の
転
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
を
推
進
す
る
ほ
か
、
凶
書
館

に
館
長
l
L

職
員
を
配
置
す
合
と
と
も
に
、

人
権
教
育
の
普
及
に
努
め
て
い
く
。

最
後
に
、
行
政
事
務
の
執
務
体
制
の

充
実
に
つ
け
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
仁

信
頼
さ
れ
、
釈
し
ま
れ
る
位
場
づ
く
り

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
徹
す
る
考
え
で
あ
る
。
役
場
庁
舎

の
増
改
築
も
ほ
ぼ
整
い
、
安
全
性
、
事

務
能
率
の
観
点
、
か
ら
も
改
善
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
対
応
面
に
つ
い
て
も
、
真

に
信
頼
さ
れ
る
効
率
的
な
も
の
と
な
る

よ
う
努
め
る
考
え
で
あ
る
。

役
場
い
つ
く
り

町
職
員
も
、
近
年
表
返
り
の
傾
向
に

あ
る
。
若
い
職
員
の
長
一
昨
は
長
所
と
し

て
伸
ば
し
な
が
ら
も
、
反
面
抱
え
る
短

所
を
放
置
、
黙
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

公
務
の
質
の
低
下
を
出
く
こ
と
の
な
い

よ
う
教
育
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
臼

主
的
に
勉
強
を
し
、
能
力
開
発
を
し
て

い
く
職
員
守
つ
く
り
、
適
切
に
事
務
処
珂
.

対
応
の
で
き
る
職
員
向
達
成
に
努
め
る

こ
と
に
し
て
い
る
c

職
員
も
一
町
民
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
、
地
域
の
行
事

や
任
球
団
分
担
に
自
ら
進
ん
で
参
加
し
、

そ
の
巾
で
住
民
の
皆
き
人
と
行
攻
の
関

わ
り
を
肌
で
感
じ
、
そ
れ
を
行
政
マ
ン

の
続
と
し
て
役
立
て
で
い
汁
る
職
員
と

な
る
よ
う
指
導
し
た
円
。
私
は
職
員
訓

に
「
切
瑳
琢
磨
」
を
掲
げ
、
お
丸
い
に

情
き
、
鍛
え
あ
う
精
進
の
発
奮
を
促
し

て
お
り
、
そ
の
体
制
を
確
立
す
る
一
昨
存

で
あ
る
く

以
上
、
新
年
度
に
臨
む
所
信
の
一
端

を
申
し
述
べ
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
平
成

二
年
度
は
当
初
に
も
申
し
上
け
た
と
お

り
、
私
に
と
っ
て
「
仕
上
げ
の
年
」
で

あ
る
。
掲
ブ
た
方
針
を
必
ず
や
法
成
で

き
る
よ
う
、
私
自
身
が
先
頭
に
立
っ
て
、

気
杭
と
情
熱
、
ザ
行
さ
と
行
動
力
で
職
員

と
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
所
存
F
あ

る。
二
十
一
世
紀
に
残
さ
れ
た
十
年
は
、

「
町
-
つ
く
り
の
戦
国
時
代
」
、
ど
も
言
わ

れ
ご
一
千
+
一

μ
四
十
五
市
町
村
が
、
そ
の

感
衰
央
か
け
厳
し
く
、
激
し
い
競
争
存
一

展
開
す
る
と
与
え
て
い
る
。
こ
の
認
識

の
し
し
に
す
一
ち
、
議
員
並
び
に
町
民
各
伎

の
建
設
的
な
三
指
導
と
積
極
的
な
ご
協

力
を
お
厭
い
申
し
上
げ
る
。
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間........，....

農
林
水
産
業

の
対
策
は

質

質
問
:
み
か
ん
・
キ
ウ
イ
な
ど
第
一

次
産
業
振
興
策
に
つ
い
て
(
池
田
政
治

議
員
)
答
弁
:
ま
ず
み
か
ん
対
策
に
つ
い
て
、

現
在
の
農
業
問
題
は
、
白
由
化
に
対
応

す
べ
く
生
産
者
、
農
協
、
行
政
が
-
体

と
な
り
努
力
を
し
て
い
る
。
昭
和
六
十

三
年
度
か
ら
、
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
ハ
ウ
ス
み
か
ん
の
利
子
補
給
制
度

は
、
関
係
者
と
十
分
協
議
し
な
が
ら
、

町
独
自
の
体
制
を
確
立
し
て
い
き
た
い
。

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
対
策
に
つ
い
て
は
、

自主

か
ん
き
つ
再
編
訂
画
で
の
減
反
跡
地
を
、

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
園
に
転
換
す
る
農
家

が
、
増
加
す
る
も
の
と
思
う
。
こ
れ
ら

の
貯
蔵
施
設
等
を
、
総
合
建
設
す
る
計

画
と
、
こ
れ
ら
事
業
内
容
等
に
つ
い
て
、

農
協
と
十
分
協
議
を
重
ね
、
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

後
継
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
本
人
の

意
欲
と
積
極
性
と
を
作
る
と
い
う
点
、

人
ゃ
つ
く
り
と
い
う
面
か
ら
接
点
を
見
い

出
す
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。
そ
し
て

生
産
者
本
人
が
、
白
ら
や
る
気
を
出
し
、

そ
う
い
う
中
で
行
政
が
助
成
す
る
と
い

う
形
で
、
諸
制
度
等
を
も
、
勘
案
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

椎
茸
対
策
に
つ
い
て
は
、
産
地
条
件

整
備
を
実
施
し
、
治
性
化
を
図
る
目
的

か
ら
、
椎
茸
生
産
種
菌
補
助
を
は
じ
め

と
し
た
各
種
事
業
に
つ
い
て
、
継
続
的

に
助
成
し
て
い
る
。
今
後
に
わ
い
て
も

本
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
森
林
組
合
と

協
議
を
重
一
ね
、
内
容
を
十
分
検
討
し
て
、

対
応
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

ま
た
造
林
計
画
に
つ
い
て
は
、
肱
川

の
西
地
区
の
育
林
事
業
を
、
平
成
二
年

度
か
ら
実
施
す
る
計
画
で
あ
り
、
東
地

K
に
つ
い
て
も
平
成
二
年
度
か
ら
、
調

査
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。
松
く
い

虫
被
害
跡
地
造
林
対
策
事
業
、
除
間
伐

促
進
事
業
等
に
つ
い
て
も
、
実
施
す
る

考
え
で
あ
る
。

マ
リ
ノ
ベ

l
シ
ョ
ン
構
怨
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
は
、
ぷ
産
業
地
域
改
善
対

策
事
業
、
沿
岸
漁
業
構
造
改
斧
事
業
、

沿
岸
漁
業
整
備
開
発
事
業
等
を
、
総
合

基
本
計
画
に
組
み
入
れ
、
さ
ら
に
、
長

浜
町
総
合
整
備
基
本
構
想
を
加
え
、
町

の
特
性
を
空
か
し
た
構
想
を
策
定
中
で

あ
る
。最
後
に
、
青
海
否
漁
業
に
つ
い
て
は
、

肱
川
の
本
質
を
は
じ
め
、
環
境
と
い
う

も
の
が
大
き
く
影
響
し
て
く
る
。
河
川

等
の
事
業
に
よ
り
、
環
境
が
悪
く
な
る

と
い
う
こ
と
は
、
行
政
と
し
て
も
十
分

注
意
し
て
い
る
。
な
わ
今
後
、
県
に
審

議
を
し
て
い
き
た
い
。
(
申
河
辺
川
ダ

ム
建
設
と
水
産
業
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

西
宮
議
員
の
質
問
と
ま
と
め
て
後
刊
し

む
答
え
さ
せ
て
頂
き
た
い
。
)

最
終
予
算

約
五
十
四
億
円

質
問
:
平
成
一
一
年
度
当
初
予
算
に
つ

い
て

(
H
高
照
友
議
員
)

答
弁
:
平
成
一
一
年
度
一
般
会
計
の
最

終
予
算
規
模
は
、
約
五
十
四
億
円
の
見

込
み
で
あ
る
。
新
規
分
野
が
出
た
中
で
、

目
玉
と
な
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
ふ
る

里
マ
つ
く
り
特
別
対
策
事
業
の
一
環
と
し

て
、
肱
川
水
系
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ

る
。
春
は
桜
、
夏
の
水
辺
、
秋
の
紅
薬
、

冬
の
肱
川
あ
ら
し
、
同
季
が
お
り
な
す

町
の
自
然
を
、
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
せ

る
べ
く
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
ゾ

l
ン
の
整
備
を
凶
る
も
の
で
あ

る。
補
正
す
る
主
事
業
に
つ
い
て
は
、
港

湾
、
道
路
の
県
営
工
事
負
担
金
と
か
、

出
海
局
部
改
良
事
業
、
ま
た
小
規
模
で

あ
る
が
長
浜
開
閉
橋
の
看
板
設
置
な
ど

を
考
え
て
い
る
。

意
欲
と
活
力
の
あ
る

職
場
@
ム
ー
ド
づ
く
り

質
問
-
-
町
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い

て

(
H
高
照
友
議
員
)

答
弁
・
能
力
開
発
に
つ
い
て
は
、
町

長
に
就
任
し
て
以
来
計
両
的
な
職
員
採

用
を
行
い
、
一
方
で
は
、
職
員
の
一
か

月
伺
修
を
は
じ
め
、
課
長
、
課
長
補
佐
、

係
長
等
に
研
修
を
受
け
さ
せ
知
識
を
習

得
さ
せ
る
と
同
時
に
、
他
市
町
村
の
職

員
と
の
交
流
を
凶
り
県
へ
の
職
員
派
遣

を
行
う
な
ど
し
て
、
組
織
機
能
力
が
十

分
発
揮
で
き
る
よ
う
心
が
け
、
職
員
の

能
力
を
見
究
め
適
材
適
所
に
配
置
し
、

意
欲
と
活
力
の
あ
る
職
場
手
つ
く
り
、
ム

ー
ド
。
つ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

勤
務
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
服
装
、
言

葉
づ
か
い
に
も
起
因
す
る
と
こ
ろ
も
あ

る
と
考
え
、
日
頃
の
指
導
に
配
慮
し
特

に
A

般
町
民
の
方
か
ら
、
ご
指
摘
、
ご

批
判
の
声
を
聞
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、

精
神
面
の
指
導
も
し
て
い
き
た
い
と
思

う。

信
田Iじ
民て
のい
理る
解

質
問
:
町
内
の
看
板
掲
示
に
つ
い
て

(
西
宮
正
幸
議
員
)

答
弁
:
・
看
板
掲
示
に
つ
い
て
は
、

「
単
な
る
選
挙
妨
害
、
又
、
個
々
的
な

者
の
行
動
」
と
し
か
考
え
て
お
ら
ず
、

善
良
な
る
町
民
の
方
々
は
、
周
解
し
て

も
ら
え
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
。
内
容

に
つ
い
て
の
第
一
一
一
次
開
発
と
は
、
港
湾
、

漁
業
関
連
、
都
市
機
能
、
生
活
環
境
な

ど
、
全
て
の
施
設
を
組
み
込
ん
だ
も
の

で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
町
が
負
担
す
る

も
の
で
な
い
、
国
、
県
の
負
担
す
べ
き

も
の
、
あ
る
い
は
民
間
な
ど
が
、
負
担

す
べ
き
内
容
を
合
ん
で
い
る
。
事
業
主

体
別
に
一
言
う
と
、
国
県
事
業
が
四
百
七

十
三
億
円
、
そ
の
他
各
関
係
機
関
等
が

十
七
億
円
、
残
り
百
八
卜
五
億
円
が
町

の
対
応
す
べ
き
事
業
費
で
あ
り
、
こ
れ

は
現
時
点
で
の
見
込
み
で
あ
る
。
第
-

次
に
は
約
十
七
億
円
、
第
一
-
次
に
は
八

十
四
億
五
千
万
円
か
か
っ
た
。
こ
れ
か

ら
い
う
第
三
次
開
発
で
は
、
百
四
十
五

億
円
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
第

三
次
開
発
の
用
地
造
成
費
で
あ
る
。
引

き
続
き
こ
れ
ら
に
も
努
力
し
、
町
民
の

期
待
と
夢
を
実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
《

若
者
雇
用
の
場

質
問
・
過
疎
対
策
に
つ
い
て
(
阿
広

正
幸
議
員
)

答
弁
・
過
疎
対
策
に
つ
い
て
は
、
特

に
若
省
の
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、

工
業
用
地
の
造
成
、
ま
た
企
業
誘
致
に

最
大
の
努
力
を
し
て
い
る
。

河
辺
川
ダ
ム

対
策
は
慎
重
に

質
問
:
河
辺
川
ダ
ム
反
対
、
対
策
に

つ
い
て
(
西
宮
正
幸
議
員
)

答
弁
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
農

業
、
水
産
業
の
み
な
ら
ず
、
生
活
用
水
、

肱
川
の
景
観
等
の
問
題
が
あ
り
、
行
政

と
し
て
も
現
時
点
で
は
反
対
で
あ
る
。

今
後
の
方
向
と
し
て
は
、
我
々
な
り
に

研
究
・
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
、
特
別
委
員
会
、
対
策
班
活
動
等

も
活
発
に
し
、
慎
重
に
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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新
し
い
事
業
や
、
特
に

力
を
そ
そ
ぐ
事
業
、
前
年

度
当
初
予
日
に
比
べ
て
大

き
く
変
化
の
生
じ
た
も
の

な
ど
を
特
徴
と

L
、
ま
と

め
て
み
ま
し
た
。

文
中
の
%
は
、
前
年
度

当
初
予
算
と
の
比
較
。
一

般
会
計
の
目
的
別
費
目
別
総
額
の
(
)

内
の
%
は
、
同
予
算
の
総
棋
に
占
め
る

伺
費
目
の
割
合
で
す
c

画面副総務費

企電
画話広一
報般

事財-符
と;hど・ {ι 税推生務産有上申
金に選氏自進活連管線
の使与さ登戸・行結理版文
こう令録結徴政・-'三弁

5f!意2，468万1千円(--15.72%)

予葬の使いみち

ふ
る
さ
と
づ
く
り
特
別

対
策
事
業
を
実
施

文
書
費
は
、
ワ
ー
プ
ロ
及
び
印
刷
機

等
の
リ

l
ス
料
百
五
十
六
万
七
千
円
。

広
報
広
聴
費
は
、
広
報
な
が
は
ま
発

行
桂
宍
二
百
七
十
六
万
-
一
千
円
。

布
線
放
送
施
設
費
は
、
大
平
幹
線
ほ

刷
出
庫
補
助
負
担
率
復
一
氾
問
題
等
、
大

変
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
、
昨
年
に
引

き
続
き
金
科
目
に
わ
た
っ
て
一
般
が
ん
川

経
賛
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
;
が
、

住
民
生
活
に
直
結
し
た
事
業
及
び
起
業

振
興
対
策
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り

組
み
込
ん
で
い
ま
す
。

一
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
前
年
度

比
一

0
9
0
川
河
内
び
に
な
っ
て
わ
や
り
、
山

質
別
む
は
建
設
事
業
費
が
同
総
舶
の
一
一

八

-
h
u知
士
一
山
め
、
経
常
経
費
は
前
年

度
比
一
四
・
O
%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
c

か
の
改
修
費
百
五
十
七
万
六
千
円
。

財
産
管
理
慢
で
は
、
庁
舎
な
ど
の
符

理
費
及
び
各
基
金
の
積
立
金
。

企
凶
貨
で
は
、
町
内
三
路
線
の
過
政

、
パ
ス
補
勘
金
五
百
八
十
丘
万
円
コ
離
島

航
路
補
助
金
と
し
て
長
浜

1
青
島
航
路

に
八
百
六
十
一
万
四
千
円
。

生
活
行
攻
推
進
費
で
は
、
怖
ノ
久
保

集
会
所
建
設
工
事
請
負
費
な
ど
。

町
づ
く
り
対
策
費
で
は
、
ふ
る
さ
と

づ
く
り
特
別
対
策
事
業
に
二
千
四
百
万

円
、
町
a

つ
く
り
委
員
会
補
助
金
三
百
万

電
算
管
理
費
で
は
、
電
算
機
器
リ
ー

ス
及
び
保
守
料
一
千
二
百
五
十
五
万
万

千
円
。統
計
制
査
関
係
で
は
、
国
勢
調
査
、

工
業
統
計
調
査
な
ど
に
必
要
な
経
費
五

百
二
十
万
八
千
円
。

選
挙
費
で
は
、
町
長
選
挙
費
三
百
二

十
八
万
七
千
円
、
県
知
事
選
挙
資
に
四

百
一
千
十
七
万
一
千
円
を
計
上
c

引続き全科目

平成 2年度の、11初予算が、ぷ:の通り J夫

't V)杢 Lr二o (%は前年麿当初予算との
土ヒ車交)

〔一般会計l
f曽1

[国民健康保険特別会計1
4千円 (1.39%増)

[国民健康保険直営診療所特別会計1
7fiZ万 8千円 (7.54%情)

[港湾施設事業特別会計i1.212万4千円
(11.77%減)

{簡易水道事業特別会計}

(53.93%;威)

【住宅新築資金等貸付事業特別会計1
3可.127力 5千円 (2..14%減)

i老人保健特別会計] 10億8，957万7千円
(8.56%増)

[臨海土地造成事業特別会計]

皆減

{水道事業会計]収滅的収支予定額 2佑

5、126刀 4千円。資本的収入予定額 0円

資本的支出予定額 6守6857;'7千円。

i工業用水道事業会計]収益的収支予定
額3，631万5T-円。資本的収入予定額 8，843

万円。資本的支出予定額 1億87万5千円。

誼し
平成2年度当初予算

常経費路管
金』こ民生費

老
人
福
祉
の

充
実
を
図
る

社
会
福
祉
関
係
で
は
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
補
助
金
六
百
六
十
七
万
一
千
円
。

重
度
障
害
者
医
療
費
に
一
千
三
百
四
十

五
万
円
。
母
子
福
祉
は
、
零
歳
児
医
療

費
に
二
百
八
十
万
一
-
干
川
。
母
子
医
療

(10.0% 

8{;き9，034万

日，260万円

4li忌6守8C)l)JjfI:J 

61憲425万6千円(5.61%

費
に
三
百
六
十
九
万
八
千
円
。

老
人
福
祉
に
つ
い
で
は
、
高
齢
者
年

令
に
一
一
百
五
十
三
方
六
千
川
一
心
敬
老
会

問
係
い
五
百
十
七
万
六
千
円
n

老
人
ク

ラ
ブ
育
成
費
に
百
一
万
八
千
円
。
痔
別

養
護
老
人
ホ

l
ム
負
担
金
と
し
て
百
十

七
万
五
千
円
。
ま
た
、
本
年
度
も
継
続

し
ご
高
齢
者
の
保
険
福
祉
・
医
療
等

に
係
る
各
種
サ
l
仔
え
を
総
介
的
に
調

整
推
進
す
る
た
め
、
高
齢
在
サ
ー
ビ
ス

総
合
調
繋
推
進
事
業
を
実
施
し
、
老
人

福
祉
の
充
実
を
阿
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す。
旧
ん
基
福
祉
関
係
で
は
、
児
童
子
当
一

千
八
百
六
十
五
万
円
。
保
育
所
賀
二
億

一
千
八
百
七
十
八
一
力
二
千
円
在
訂
上
。

国
民
年
金
で
は
、
徴
収
手
数
料
な
ど

合
わ
せ

γ
¥
千
五
十
八
万
五
千
円
。

地
方
改
善
対
策
費
で
は
、
負
担
金
、

補
助
金
な
ど
合
わ
せ
て
-
千
二
一
白
二
十

一
九
万
七
千
円
。

のうど処*Jii生街
こわに埋汚防・生保
と金伎な物 lf~ 公全健

5億195万2千円(47.20%)

費生書?

環
境
セ
ン
タ
ー

建
設
費
な
ど

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
で
あ
る

成
人
病
険
診
や
胃
・
子
宮
・
肺
・
乳
が

ん
検
診
、
結
核
集
同
検
診
な
ど
の
委
託

料
は
、
受
診
率
の
向
上
に
よ
り
前
年
度

ヰ
り
約
一
一
一
%
多
い
千
円
じ
十
七
万
四

千
円
を
計
上
。
健
康
相
談
、
訪
問
指
導
、

健
康
教
育
会
引
き
続
き
実
施
、
健
康
相

談
は
血
液
・
血
圧
・
尿
検
査
を
セ

y
卜

し
て
さ
ら
に
密
度
の
濃
い
も
の
に
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

T
c
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予算の憧いみち一一一 一一一

不
用
犬
の
買
い
上
げ
は
、
二
一
百
頭
を

予
定
し
十
五
万
円
を
計
上
。
母
子
保
健

衛
生
、
豊
茂
・
櫛
生
・
出
海
の
各
診
療

所
の
運
営
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
な
内

容
と
予
算
規
模
で
臨
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
公
害
対
策
と
し
て
実
施
し
て
い

る
水
質
・
大
気
・
魚
類
の
調
査
委
託
料

は
一
二
百
二
十
四
万
円
。

犬
洲
市
と
長
浜
町
と
の
共
同
ご
み
処

理
施
設
「
大
洲
市
・
長
浜
町
環
境
セ
ン

タ
ー
」
は
本
年
度
完
成
、
平
成
三
年
度

稼
働
を
め
ざ
し
て
建
設
中
で
あ
り
、
そ

の
負
抗
金
九
千
九
百
六
十
万
二
千
円
を

計
ト
L
O

こ
の
ほ
か
ご
み
収
集
や
ご
み
質

調
査
な
ど
の
委
託
料
に
子
一
-
一
百
六
十
四

万
一
千
円
、
大
洲
・
喜
多
衛
生
事
務
組

合
負
担
金
に
千
九
百
九
十
六
万
九
千
円

を
計
上
。

国
保
特
別
会
計
、
国
保
直
診
会
計
へ

の
繰
出
金
は
、
合
わ
せ
て
四
千
九
百
二

十
一
三
万
六
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農林水産業費

のうど関
こち、に係治、林農
と会使な業業業

漁
村
地
域
活
性
化

特
別
対
策
事
業

農
業
委
員
会
員
費
は
、
農
業
者
の
地
位

向
上
と
、
農
用
地
の
有
効
利
用
推
進
の

た
め
の
委
員
会
活
動
費
及
び
、
農
地
調

整
、
農
地
の
利
用
増
進
な
ど
の
経
費
一

千
百
-
一
十
五
万
八
千
円
を
計
上
。

農
業
振
興
費
は
、
果
樹
生
産
の
向
上

を
阿
る
た
め
、
新
規
事
業
と
し
て
特
殊

害
虫
防
除
事
業
費
な
ど
の
諸
事
業
に
要

す
る
補
助
金
や
、
各
種
協
議
会
の
負
担

金
な
ど
八
百
十
一
万
六
千
円
を
計
上
。

林
業
振
興
費
は
、
県
補
助
事
業
を
導

入
し
、
新
規
事
業
と
し
て
、
林
業
技
能

習
得
促
進
事
業
や
森
林
総
合
繋
備
事
業

を
行
う
た
め
、
肱
川
よ
り
東
地
区
全
域

を
対
象
に
事
業
計
画
策
定
費
、
継
続
事

業
と
し
て
、
杉
カ
ミ
キ
リ
等
被
害
木
伐

倒
駆
除
事
業
費
等
、
諸
事
業
に
要
す
る

補
助
金
六
百
七
十
七
万
七
千
円
。

基
般
一
整
担
備
事
業
と
し
て
、
林
道
叶
松

1

足
山
線
開
設
事
業
費
、
町
単
独
で
林
道

の
補
修
、
整
備
費
と
し
て
九
百
三
一
十
三

万
九
千
円
を
計
上
。

6億7，963方円(17、22%)

こむに設安・宅災道
と金f吏な全交建・-ド港道
のうど方包 i亘百)i'u三ド方ァ1，i望， jj'各

師
道
の改
良
舗
装
な
ど

町
道
は
国
庫
補
助
、
県
補
助
な
ど
を

活
用
し
て
改
良
舗
装
を
行
い
道
路
の
整

備
を
凶
る
も
の
で
、
こ
の
う
ち
町
道
大

平
線
は
国
庫
補
助
事
業
で
、
上
老
怯
一

水
産
振
興
費
は
、
漁
業
の
振
興
を
阿

る
た
め
漁
場
整
備
や
、
漁
業
資
源
の
増

殖
、
培
養
、
放
流
、
魚
礁
清
掃
事
業
の

ほ
か
新
規
事
業
で
は
、
魚
礁
の
効
果
調

査
等
の
補
助
金
一
二
千
七
卜
一
一
一
万
五
千
円

を
計
上
。

ま
た
水
産
業
地
域
改
蕎
対
策
事
業
、

沿
岸
漁
場
整
備
開
発
事
業
の
ほ
か
新
規

事
業
と
し
て
、
漁
村
地
域
活
性
化
持
別

対
策
事
業
に
よ
り
、
築
い
そ
魚
礁
設
置
、

共
同
作
業
所
設
置
な
ど
に
必
要
な
事
業

費
一
億
一
一
千
九
百
十
三
万
て
千
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

漁
港
関
係
は
、
櫛
生
漁
港
修
築
事
業

及
び
、
沖
浦
・
青
島
漁
港
局
部
改
良
事

業
と
各
漁
港
の
維
持
管
理
費
を
合
わ
せ

て
三
億
一
一
千
三
百
十
九
万
四
千
円
。

ノ
瀬
線
ほ
か
三
線
は
県
補
助
事
業
で
実

施
。
が
け
く
ず
れ
防
災
事
業
は
上
成
地

医
ほ
か
一
か
所
を
計
上
。

交
通
安
全
施
設
事
業
と
し
て
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
、
ヵ

l
ブ
ミ
ラ

l
設
置
費
を

計
ト
L
o

41:意3，699万円(4守33%)

害復 l自費

災
害
を
受
け
た

か
所
を
復
旧
す

る
た
め
に
使
う

わ
金
の
こ
と

ヅ℃

1害過
八復年
万旧度
三事発
千業'生
円のし
。事己Eた
費
一公
億共
五土
下木
二方1五
百羽
両又

H< 
山

教 育費

学
校
教

育
・
社
会

教
育
の
全

般
に
使
う

わ
金
で
公

民
館
・
保

健
体
育
・

な
ど
の
費

用
も
合
ま

れ
ま
す

出
海
小
プ
ー
ル
建
設

プ
ー
ル
建
設
(
山
海
小
)
や
体
育
館
・

学
校
施
設
の
修
繕
・
図
書
館
の
充
実
を

凶
る
ほ
か
生
涯
学
習
の
推
進
を
し
ま
す
。

費

と金使聞
のう係観工商
こまf に光業業

工商

商
仁
業
振
興
や

観
光
補
助

1億5，238万2千円(皆増)

商
工
業
の
振
興
を
凶
る
た
め
の
補
助

合
及
び
、
中
小
企
業
振
興
資
金
の
融
資

に
必
要
な
預
託
金
。

ま
た
観
光
費
は
、
県
の
補
助
事
業
を

導
入
し
、
開
閉
橋
公
衆
便
所
の
新
設
事

業
費
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
新
し

く
作
成
す
る
た
め
の
印
刷
製
本
費
、
外

灯
の
修
繕
費
及
び
公
園
の
維
持
管
理
費

な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

21:意5，878万6千円(弘、95%)

事場→)

消防費

金に災
の f吏の防
こうた火
とおめ防

1億2，986万9千円
(2.02%) 

防
火
水
槽
設
置
及
び
積
載
車
蔵
置
所

を
建
設
。
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
購
入
費

を
計
上
。笹色色

勢よ3民~，

議会費

ごわにの会
と金 f吏た運町
のうめ営議

6，818万9千円(5.28%)

総
額
で
五
・
六
%
多
く
な
っ
て
い
ま

す。

労
働
条

M

件
の
改
革
口
げ

な
ど
の
た
刊

め
に
使
う
刑

台
金
の
こ
白

シ」

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
費
と
し
て
、

管
理
運
営
に
要
す
る
経
費
百
七
十
三
万

五
千
円
を
計
上
。

7，892万3千円(243，83%)

札、
費労働

費

返む入にの
済金れ借た事
金のたりめ業

7億3万8千円(4.25%

債公

総
額
で
四
・
三
%
多
く
な
っ
で
い
ま

す。
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ま
す総
。害貞
で

七

% 
手金に目つじ
ーの使的てめあ
'd-こう~:J，い定ら

ぜとお外るまか

い 1，387万9千円(37.31%

寝込
費予備

国民健康

保険

場
81:意9，034万4千円

園田盟園田予算の使いみち

予
算
総
額
の
八
六
%
が
医
療
費
(
療

養
給
付
費
な
ど
)
で
す
。

被
保
険
者
数
が
減
少
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
医
療
費
が
上
昇
し
て
い

る
傾
向
に
あ
り
、
保
険
税
も
所
得
の
伸

び
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

国
保
会
計
は
、
国
保
加
入
者
の
医
療

費
の
動
向
が
運
営
を
左
右
す
る
も
の
で

あ
り
、
新
年
度
に
お
け
る
国
保
加
入
者

の
皆
さ
ん
の
健
康
状
態
が
ど
う
な
る
か

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
に
わ
い

て
は
入
院
費
用
な
ど
が
増
加
え
、
医
療
費

が
急
激
に
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
健
康
ま
つ
り
、
健
康

教
室
、
健
康
検
査
、
生
活
改
善
指
導
、

健
康
づ
く
り
講
演
、
健
康
ゃ
つ
く
り
の
広

報
、
医
療
費
通
知
な
ど
保
健
事
業
と
医

療
費
適
正
化
事
業
を
よ
り
一
一
層
強
化
充

実
す
る
と
と
も
に
、
保
険
税
を
最
大
の

財
源
と
し
て
運
営
さ
れ
る
国
保
制
度
を

よ
り
一
層
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
健
全

な
国
保
運
営
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。国保直営

診療所(青島)

762万8千円

電

健病る療医て度を痔 け毎ずい料費%
康警た費療今い当た老費予老人保健 て年赤るこ費やが
移めは技後ま初ど人そ界 注度字たので事医

;Z震手努主て芸子屋2霊10億8，9悶 7千円守民主喜主て雲町
を老相ま高齢 にわ費のの。/~ で会を療は で人
推人談す度化 上ヒりはで九" J待よ恥い計余収
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山
一
呂
に
努
め
て
行
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

業
一
円

十
事
一
汗

引
は
一
一
が

施
一
問

中
地
弓
一
，
H

溺

一

1
港
湾
施
設
管
理
の
た
め
、

一
干
一
一
百
十
一
一
万
四
千
円
を

計
'
ト
し
し
て
い
ま
す
。

住宅新築資金

等貸付事業

3，427万5千円

品
本
年
度
は
、
住
宅

新
築
一
件
、
住
宅
改

修
一
件
、
宅
地
取
得

一
件
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

簡易水道事業

同
凶

円万
円
H
vm
水
道
施
設
改
良
工
事
が

5
終
り
、
現
在
で
は
、
簡
易

水
道
施
設
二
地
区
、
飲
料

水
供
給
施
設
八
地
区
、
共
同
給
水
施
設

二
地
区
の
、
十
二
か
所
に
な
り
ま
し
た
。

水道事業

問
(頭書の通り

σ〉 ぴコ
安防上
定止水
伎を道
朽図事
与り業
77 、は

E飲
ート料漏
'0 7J(オく

fTl J主主
が事今工業用
二業年

子主吉水道事業

刊号戸 (頭警の通り)

改れ海
正、地
さ料区
れ金の

f竺孟
t~ rri南
十水

岡
同

災
害
寵
旧
費
ほ
か

元
年
度
一
般
会
計
補
正

平
成
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
、

二
千
五
百
七
十
五
万
一
一
千
円
が
減
額
補

正
さ
れ
、
予
算
総
額
は
、
五
十
一
億
六

千
二
百
三
十
九
万
五
千
円
と
な
り
ま
し

た。
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い
道
は
、

次
の
通
り
で
す
。

一
土
木
費
一
長
浜

1
戒
川
線
な
ど
町
内

一
円
路
面
補
修
、
工
事
請
負
費
ほ
か
三

百
九
十
七
万
円
。

{
災
害
復
旧
費
一
農
地
災
害
復
旧
費
及

び
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費
共
に
、

精
算
の
見
通
し
が
立
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

一
千
三
百
五
十
三
万
を
減
額
補
正
。

議
員
報
酬
、
三
役

教
育
長
給
与
を
改
定

「
長
浜
町
議
会
議
員
等
の
報
酬
、
費

用
弁
償
及
び
期
末
手
当
支
給
に
関
す
る

条
例
」
、
「
長
浜
町
長
、
助
役
、
収
入
役

給
与
条
例
」
「
長
浜
町
教
育
長
給
与
条

例
」
の
一
部
が
改
正
き
れ
、
今
年
の
四

月
か
ら
報
酬
や
給
与
月
額
を
次
の
通
り

改
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(
)
内
は
改
正
前
の
額
。

{
町
議
会
議
員
報
酬
月
額
一
議
長

1
二

十
一
万
四
千
円
(
二
十
万
六
千
円
)

軍
副
議
長

I
一
七
万
七
千
円
(
一
七
万

一
千
円
)
曹
議
員

1
一
六
万
四
千
円

(
-
五
万
九
千
円
)

一
町
三
役
一
町
長
U
六
十
三
万
九
千
円

(
六
十
一
万
九
千
円
)
ず
助
役
リ
五
十

二
万
三
千
円
(
五
十
万
六
千
円
)
曹
収

入
役

l
四
十
八
万
五
千
円
(
四
十
七
万

円
){
教
育
長
}
四
十
五
万
七
千
円
(
四
十

四
万
二
千
円
)

特
別
職
・
教
委

農
委
の
報
酬
も
改
正

長
浜
町
特
別
職
職
員
、
同
教
育
委
員

会
委
員
、
同
農
業
委
員
会
委
員
等
の
「
報

酬
及
び
費
用
弁
償
」
の
一
部
を
そ
れ
ぞ

れ
改
正
し
て
、
今
年
の
四
月
一
日
か
ら

報
酬
額
を
次
の
通
り
改
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
o

(

)

内
は
改
正
前
の
額
。

{
監
査
委
員
報
酬
年
額
}
議
員
か
ら
選

任
さ
れ
た
委
員
リ
十
九
万
五
千
円
(
十

八
万
九
千
円
)
甲
山
一
子
職
経
験
委
員

1
二

十
三
万
五
千
円
(
二
十
二
万
八
千
円
)

{
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
一

委
員
長
H
H
四
万
七
千
五
百
円
(
四
万
六

千
円
)
す
委
員
リ
四
万
二
千
五
百
円

(
四
万
一
千
円
)

一
教
育
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
}
委
員

長

l
二
十
五
万
一
千
円
(
二
十
四
万
二
一

千
円
)
す
委
員

1
一
↓
十
二
万
三
千
円

(
一
一
十
一
万
六
千
円
)

{
農
業
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
一
会
長

日
十
九
万
五
千
円
(
十
八
万
九
千
円
)

す
会
長
代
理

1
十
七
万
九
千
五
百
円

(
十
七
万
四
千
円
)
曹
委
員
リ
十
六
万

四
千
円
(
十
五
万
九
千
円
)
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洋

邦

稲

一
彦
生

本

園
田
田

西
よ
日

町長

助役
収入役

課

長

波

多

野

進

課

長

補

佐

叶

本

正

課

長

補

佐

上

川

慶

一

信

(
庶
務
消
防
係
)

(

兼

)

係

長

叶

本

正

主

査

都

築

住

江

主

査

成

田

信

貫

主

従

松

本

治

子

主

任

主

事

西

山

健

市

(
企
画
調
整
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
洲
尾
計
邦

主

事

久

保

正

人

(
財
政
係
)

(

兼

」

係

長

上

川

慶

信

主

査

域

一

円

茂

利

主

任

主

事

清

水

康

則

(
電
算
係
)

(

兼

)

係

長

上

川

慶

信

主

任

、

一

工

事

窪

清

一

主

事

河

野

悟

久

(
文
書
広
報
係
)

係

長

重

松

直

博

技

術

専

門

員

大

野

泰

俊

主

任

都

築

小

富

主

任

主

事

三

秋

レ

イ

子

主

任

主

事

三

浦

直

重

主

事

補

井

上

勉

電

話

交

換

手

菊

地

直

美

(
県
派
遣
@
統
計
情
報
課
)

主

査

三

秋

敦

司

参

与

泉

課

長

心

得

阿

川

課

長

補

佐

上

満

(
企
画
管
理
係
)

(

兼

)

係

長

上

満

主

任

主

事

大

本

主

任

主

事

城

戸

(
企
業
誘
致
係
)

係

長

西

岡

主

任

主

事

久

保

(
港
湾
整
備
係
)

(

兼

)

係

長

西

国

主

査

凶

田

課

長

渡

辺

課

長

補

佐

大

野

深

長

補

佐

中

肝

(
住
民
税
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
村
ト

主

任

主

事

上

地

主

事

谷

上

(
田
定
資
産
税
係
)

F

兼

)

係

長

大

野

上

任

主

事

稲

川

主

事

補

松

田

(
収
納
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
二
宮
正
昭

主

査

大

本

み

つ

子

L
事

補

山

卜

敦

司

芳
信孝

治
雄

広昭治
美俗雄

文;政
章 1奪

立f
光孝

i建
蔵勇敬

真末日主
↑吾子志

主
司宏勇

国
土
調
査
係
)

(

兼

)

係

長

中

野

主

査

亀

田

主

事

東

日券 i7r 
f告宅念 7夜

課

長

藤

沢

課

長

補

佐

笹

本

課

長

補

佐

政

所

(
福
祉
施
詰
係
)

一

兼

)

係

長

政

所

主

作

、

工

事

河

内

(
同
和
対
策
係
)

(

兼

)

係

長

笹

本

主

任

主

事

久

井

(
福
祉
年
金
係
)

係

長

吉

田

主

任

主

事

垣

見

主

任

主

事

営

上

主

事

錦

地

(
住
民
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
新
田
沼
夫

ム

下

査

菊

池

恵

美

子

主

査

宇

根

や

す

子

主

任

主

事

菊

地

英

夫

友栄県
邦一定

~:J: /え
子±日

栄敏孝 LF1声:
広"一，"-、¥

課

長

謀
長
補
佐
(
国
保
係
)

平山
Ll3下

豊国
子 1);

i-{系

立五長

小
丙
貫
一

大

国

尚

子

久
保
田
健
市

、γ
t

(
衛
生
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
国
本
幸
雄

主

任

保

健

婦

一

宵

利

子

主

任

保

健

婦

原

閑

雅

子

保

健

婦

架

部

美

智

子

(
環
境
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
久
保

主

任

主

事

松

岡

(
焼
却
場
)

主

査

嘱

託

p~ t専
規昌

LlI キ公
根石

治之
彦道

課

長

高

橋

主
幹
兼
課
長
補
佐
平
田

謀

長

補

佐

山

根

(
農
林
水
産
係
)

(

兼

)

係

長

山

根

主

査

浪

本

主

任

主

事

井

t

主

事

補

畦

(
農
業
土
木
係
)

係

長

菊

地

洋

一

主

任

主

事

森

内

雄

二

郎

主

任

、

玉

事

戎

徴

主

事

補

兵

頭

利

平

亮
友
幸
勇
一

幸中行忠、勇
治重則一

(
商
工
鵠
光
係
)

(

兼

)

係

長

叩

「

同

友

幸

事

務

専

門

口

口

肝

敏

子

、

主

事

稲

垣

美

恵

子

言果

よl
11j 

寿

長

課
長
補
佐
竹

課
長
補
性

(
管
理
係
)

(

兼

)

係

長

山

本

主

任

主

事

吉

田

主

事

久

保

主

宰

中

野

(
都
市
計
画
係
)

(
兼
)
係
長
佐
々
木
正
円
一

(
公
共
土
木
係
)

係

長

椋

杉

岳

志

主

任

主

事

中

同

圭

助

主

任

主

宰

藤

本

修

二

主

事

補

渡

漫

慎

一

今

(
漁
港
係
)

係

長

山

本

安

広

主

任

主

事

情

野

茂

利

主

任

主

市

伊

藤

両

章

男

主

事

補

菊

地

孝

(
港
務
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
上
出
富
喜
明

佐
々
木
晋
一

山

本

勝

延
利嘉日月勝
富範美延

健正猛正
三義義統

教

育

長

↓

小

田

課

長

官

同

課

長

補

佐

和

田

謀

長

補

佐

下

回

(
学
校
教
育
係
)

係

長

宇

都

宮

芳

文

主

査

久

保

美

恵

子

(
社
会
教
育
係
)

係

長

菊

地

中
央
公
民
館
主
事
小
林

リ
U

尾

// 

淳吉邦
志安求



先

9 

一-出

指
導
員
(
嘱
託
)

中
央
公
民
館
長
兼

指
導
員
(
嘱
託
)

クミ
p 

聖子
美
里子

石
吉

長果

長

矢
野

園

長

園
長
補
佐
兼

生
活
指
導
員

事
務
専
門
員
兼

主
席
主
任
栄
養
士

主
任
看
護
婦

主
任
主
事

主
任
主
事

寮
母
主
任

寮

母

寮

母

寮

母

調
理
主
任

石
{主

正t
f変

中
里子

貴
夫

大
橋

京
子

平
岡
由
美
子

大

野

良

子

一

藤

豊

清

水

藤

子

清

水

愛

子

松

本

和

重

中
嶋
加
代
子

永
木
喜
美
子

(
今
坊
公
民
館
)

主

事

矢

野

上

和

雄

{布

主
幹
兼
課
長
補
佐
大
一
冗

課

長

補

佐

森

川

(
庶
務
工
水
係
)

係

長

清

水

主

任

主

事

熊

本

主

事

津

田

(
工
務
係
)

(
兼
)
係
長

克

(
櫛
生
公
民
館
)

主

事

山

本

多

喜

男

(
出
海
公
民
館
)

主

事

坂

東

(
豊
茂
公
民
館
)

主

事

-

宮

(
大
和
公
民
館
)

主
事
(
臨
時
)
友
沢

(
白
滝
公
民
館
)

主

事

窪
(
今
坊
隣
保
館
)

主

事

矢

野

上

和

雄

(
構
生
隣
保
館
)

主

事

山

本

多

喜

男

(
青
島
診
療
所
)

主

任

看

護

婦

赤

丸

純宗
行

博真俊
幸弓三

フk
アド木

}II 

系屯
行二

敏
幸

義
道

憲恵
子

主

事

補

西
IlJ 

直
宏

室

長(
会
計
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
問
中
宏
幸

主

査

松

本

伊

代

子 1I1 
由奇

(
櫛
生
診
療
所
)

主

任

看

護

婦

宝

生

一房子

(
出
海
診
療
所
)

主
席
主
任
看
護
婦
高
田

(
豊
茂
診
療
所
)

主

任

看

護

婦

坂

同

美
香

嘉
イモ

毎女

(
長
浜
中
学
校
)

用

務

員

中

谷

ト

リ

エ

(
長
浜
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
下
回
美
澄

主
席
主
任
保
母
萩
森
理
慧
子

主
席
主
任
保
母
大
野
ギ
ン
子

主

席

主

任

保

母

矢

野

越

子

主

任

保

母

矢

野

幸

子

手女と

主局

友山
t尺下
あ

ーコ 一一
千仁

査長

保

母

谷

間

調

理

員

笹

本

(
白
滝
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
大
藤

主
時
主
任
保
母
宮
岡

主

任

保

母

山

本

主

任

保

母

宮

本

(
沖
浦
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
玉
井
徳
美

主
席
主
任
保
母
ゴ
一
好
五
月

主

任

保

母

梶

本

幸

子

主

任

保

母

吹

春

み

ね

子

調

理

員

浪

本

満

子

(
櫛
生
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
西
岡
房
子

主
席
主
任
保
母
木
之
本
律
子

主

席

主

任

保

母

平

野

悦

子

主

任

保

母

西

山

み

ち

子

保

母

山

西

千

恵

(
出
海
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
山
本
美
智
子

主
席
主
任
保
母
矢
間
栄
津
美

主

任

保

母

鈴

木

佳

代

子

主

任

保

母

児

玉

智

代

直佳
2工系哉

邦直民恭
子美子子

事
務
局
長

(
兼
)
事
務
専
門
員

日平
野田

友
幸

敏
子

主

任

保

母

清

水

(
大
和
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
西
宮
幸
子

主

席

主

任

保

母

西

日

清

子

主

任

保

母

佐

竹

千

恵

子

主

任

保

母

戎

裕

子

主

任

保

母

白

石

王

子

保

母

藤

本

八

千

代

調

理

員

岡

崎

美

智

子

(
喜
多
灘
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
池
田
ス
ミ
子

主

席

主

任

保

母

大

成

節

子

主

任

保

母

横

山

典

子

主

任

保

母

矢

野

元

朝

子

保

母

桐

田

美

和

(
豊
茂
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
山
本
ゴ
ト
エ

主
席
主
任
保
母
菊
地
さ
と
子

主

一

任

保

母

吉

岡

と

よ

子

調

理

員

都

田

悦

子

郁
子
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町職員人事異動一←一一"""""掴

町
職
員
人
事
異
動

4
丹
1
日
付
け
で

(
)
内
は
旧
任
B

①
は
昇
任
昇
格
。

@
は
昇
任
。

一
課
長
級
}
①
経
済
課
主
幹
兼
課
長
補

佐
兼
商
工
観
光
係
長
・
平
田
友
幸
(
経

済
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長
)
{
課

長
補
佐
級
}
①
総
務
課
事
務
専
門
員
兼

食
画
調
整
係
長
・
洲
出
計
邦
(
総
務
諜

企
画
調
整
係
長
)
マ
@
税
務
認
長
補
佐

兼
同
定
資
産
税
係
長
・
大
野
勇
(
総
夜

剤
師
事
務
専
門
員
兼
電
算
係
長
)
マ
@
税

務
課
事
務
専
門
員
兼
収
納
係
長
。
今
一
一
片

正
昭
(
税
務
課
収
納
係
長
)
マ
住
民
球

長
補
佐
兼
福
祉
施
設
係
長
・
政
所
友
邦

(
税
務
課
長
補
件
兼
固
定
資
産
税
係
長
)

マ
住
民
課
長
補
佐
北
部
同
和
対
策
係
長
・

笹
本
栄
一
(
住
民
課
長
補
佐
兼
福
祉
施

設
係
長
)
マ
@
住
民
課
事
的
脅
門
員
兼

任
民
係
長
・
新
国
道
夫
(
住
民
課
住
民

係
長
一
マ
建
設
課
長
補
佐
兼
都
市
計
両

係
長
・
佐
々
木
抗
日
一
マ
①
淫
没
課
事
務
専

門
員
兼
所
長
・
上
町
市
吾
川
@
水
道
課

長
補
佐
絞
工
務
係
長
・
森
川
純
行
マ
教
育

課
長
補
佐
・
和
山
正
一
点
マ
①
会
計
室
事
務

専
門
員
兼
係
長
・
問
中
宏
幸
一
係
長
級
}

総
務
文
書
広
較
が
主
査
・
都
築
小
出

総
務
課
文
書
広
報
係
主
査
・
都
築
小
日

(
税
務
課
主
査
)
マ
総
務
諜
庶
務
消
防

係
主
任
・
松
本
治
子
(
建
設
課
主
査
)

V
愛
媛
県
統
計
情
報
課
派
遣
・
三
秋
敦

日
間
「
健
設
課
技
師
)
@
悦
務
課
収
納
係

主
査
・
大
本
み
つ
子
(
税
務
課
主
任
主

事
)
マ
@
住
民
諜
住
民
係
、

ι宣
・
菊
池

山山山
F
f
f
~
住
民
課
主
任
主
事
)
V
@
住
民

課
住
民
係
主
査
・
デ
恨
や
す
子
(
衛
生
課

主
任
主
事
」
七
〉
①
衛
生
謀
焼
却
場
主
査
・

松
石
之
道
(
衛
生
課
主
任
主
事
)
マ
衛

生
課
国
保
係
主
査
・
大
閣
尚
子
へ
議
会

事
務
局
主
主
一
マ
①
議
会
事
務
局
主
査
・

友
沢
あ
っ

f
一
住
民
課
主
任
主
事
)
マ

①
山
山
海
公
民
館
主
事
・
坂
東
敏
幸
一
一
出

海
公
民
館
主
事
)
マ
①
教
育
課
学
校
教

育
係
主
査
。
久
保
美
恵
子
一
水
道
課
主

任
主
事
」
{
主
任
主
一
事
級
一
総
務
課
主

任
、
七
一
事
・
西
山
健
市
(
開
発
課
主
任
主

宰
)
マ
開
発
課
主
任
主
事
・
大
本
間
裕

一
、
県
)
マ
税
務
課
主
任
主
事
・
上
地
末

子
(
総
務
課
主
任
主
事
一
マ
衛
生
課
主

任
主
宰
・
松
間
関
規
一
一
総
務
課
、
王
任
主

事
)
マ
住
設
課
主
任
主
事
・
藤
本
惨
一
-

(
水
道
課
主
任
主
事
)
マ
@
建
設
課
主

任
、
正
事
・
吉
田
明
美
(
教
育
課
、
一
[
事
}

マ
①
建
設
課
主
任
主
事
・
藤
岡
章
男
(
建

設
課
主
事
」
勺
①
水
道
課
主
任
主
事
・

熊
本
真
弓
(
総
務
課
主
事
)
{
主
事
級
}

総
務
課
主
事
・
久
保
正
人
(
建
設
課
主

事
)
マ
総
務
課
主
事
・
河
野
悟
久
(
総

務
沫
主
事
)
マ
①
税
務
謀
、
玉
事
・
東
勝

浩
一
税
務
課
主
事
補
」
V
@
住
民
課
主

事
・
菊
地
敏
宏
(
住
民
課
主
事
補
)
マ

①
経
済
諜
主
事
・
稲
垣
美
恵
子
(
経
済

課
技
術
員
)
マ
@
建
設
謀
、
支
事
・
中
野

利
富
(
建
誌
課
主
事
補
)
マ
水
道
課
主

事
・
津
凶
博
ト
ヰ
下
(
総
務
課
主
事
)
マ
①

教
育
課
主
事
・
山
尾
一
洋
忠
(
た
和
公
民

館
主
事
)

一
所
長
級
一
@
喜
多
灘
保
育
所
事
務
り

門
員
兼
所
長
・
池
田
ス
ミ
子
(
喜
多
灘

保
育
所
所
長
)
V
①
白
滝
保
育
所
事
務

事
門
員
兼
所
長
-
大
藤
恭
子
(
白
一
荷
保

育
所
所
長
J

マ
@
櫛
生
保
育
所
事
務
専

門
口
兼
所
長
・
西
岡
房
子
(
衛
生
保
育

所
所
長
J

{

主
席
主
任
保
母
誠
一
⑤
長

浜
保
育
所
全
席
主
任
保
母
・
矢
野
越
子

(
白
滝
保
育
所
主
任
保
吋
一
マ
一
日
一
多
灘

保
育
所
主
胤
主
任
保
母
・
大
成
節
子
(
山

海
保
育
所
、
一
土
席
主
任
保
母
)
マ
@
出
海

保
育
所
主
暗
主
任
保
母
・
欠
問
、
米
津
美

(
喜
多
灘
保
育
所

K
一
時
主
任
保
母
)

{
主
任
保
母
級
一
併
生
保
育
所
・
西
山

み
ち
子
(
豊
茂
保
育
所
)
マ
豊
茂
保
育

所
・
吉
岡
と
よ
子
(
長
浜
保
育
所
」
マ

沖
浦
保
育
所
・
梶
本
ド
子
(
白
滝
保
育

所
)
マ
山
海
保
育
所
・
鈴
木
佳
代
子
一
大

和
保
育
所
)
マ
白
滝
保
育
所
・
山
本
直

美
~
沖
浦
保
育
所
)
マ
白
滝
保
育
所
-

宮
本
邦
了
(
備
生
保
育
所
)

一
主
任
主
事
組
}
①
出
海
診
療
所
主
席

主
任
看
護
婦
e

+

品
川
美
香
(
山
海
珍
僚

所
主
任
看
護
婦
、
一

ゎ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
課
安
吉
広
報
係
・
井
上
位
マ
柑

務
課
固
定
資
産
税
係
・
山
下
一
一
品
寸
川
マ
経

済
課
農
業
土
木
係
・
兵
頭
利
平
マ
建
設

課
公
共
上
本
係
・
波
法
慎
二
マ
長
浜
保

育
巧
・
谷
田
佳
端
マ
櫛
生
保
有
所
・
山

西
千
必
マ
大
仰
保
育
所
・
藤
本
八
千
代

マ
喜
多
灘
保
育
所
a

相
田
美
和

υ

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
ノ

老
人
ホ
l
ム
寮
母

-

R
ト
モ
エ

還
元
融
資

事
業
に
つ
い

こ
れ
は
、
大
蔵
省
資
金

運
阿
部
、
郵
政
省
簡
易
保

険
局
か
、
皆
さ
ん
か
ら
払

い
込
ま
れ
た
厚
生
年
金
保

険
料
や
国
民
年
金
の
積
立

金
及
び
郵
政
省
簡
易
保
険

料
、
郵
便
年
令
の
慎
z
正念一

を
隊
一
夫
、
有
利
に
公
共
の

利
益
を
目
的
と
し
て
運
開

す
る
と
め
に
、
そ
の
一
事

在
地
方
公
共
団
体
等
が
行

う
建
設
事
業
な
ど
の
資
金

と
し
て
融
資
し
て
い
る

ι

の
で
す
。
長
浜
町
で
は
、

平
成
一
応
年
度
に
次
の
よ
う

な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

害車資民9¥

まちづくりに還元融資事業

総事業費

公営住宅建設(豊茂・古宮団地)

3，99のiJflJ

書目資

海易保険-郵便年金積、主金還元融資事業(郵政省簡易保険局)

事 業 fIJ総事業費融
制住宅配事業i胡岡地建設) I2町万I4千ト
過疎対策事業(成J11'ト学校ほか14件)

住宅新築資金等貸付事業

6，181hPI 

l、()lZ万円
豊茂地区簡易水道施設
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人
権
を
擁
護
し
見
守
る

人
権
擁
護
委
員
制
度

一一 一一人権作文

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す

か
。
六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

た
時
、
何
よ
り
も
ま
ず
国
民
の
基
本
的

人
権
の
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚

が
強
く
求
め
ら
れ
、
基
本
的
人
権
の
尊

重
を
基
調
と
し
た
日
本
国
憲
法
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
に
、
昭
和
二

十
三
年
に
ま
ず
政
令
に
基
づ
い
て
人
権

擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら
れ
、
翌
二
十

四
年
六
月
一
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁

護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る

司
事

tki--主
主
ド
ー
ド

4
J小ト
J
h
J下
辻

J
下
治
幸
治
小

J
E

ν

「
あ
な
た
は
A
7
、
幸
せ
で
す
か
っ
」

，
そ
う
問
わ
れ
た
ら
、
僕
は
「
イ
エ
ス
」

一J

と
答
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

町
今
の
社
会
に
は
「
イ
エ
ス
」
と
答
え

↑
ら
れ
な
い
人
々
が
た
く
さ
ん
い
る
。

~
僕
は
今
、
な
ぜ
幸
せ
と
答
え
ら
れ
る

↑
の
か
。
う
ま
く
言
え
な
い
け
れ
ど
、

一
「
平
和
で
あ
る
こ
と
、
平
等
で
あ
る

日
こ
と
」
の
二
つ
が
、
僕
に
は
あ
る
か

『
ら
だ
と
思
う
。

山
「
い
じ
め
」
が
問
題
と
な
っ
て
い

ω

る
。
一
人
だ
け
孤
独
に
し
で
し
ま
う

干
ご
と
。
つ
ま
り
、
平
等
で
な
い
。
僕

円
は
い
ま
、
友
達
も
い
る
し
、
気
楽
に

山
相
談
で
き
る
話
相
手
も
い
る
。
平
等

一
で
あ
る
こ
と
は
、
人
々
の
気
持
ち
に

山
拠
り
所
が
で
き
て
、
心
豊
に
生
き
て

帝
京
ぃ

4
J古
d
J
ピ

サ

一

、

年
間
有
効
の
数
次
旅
券
に
一
本
化
さ
れ
、

特
別
な
場
合
を
除
き
一
回
旅
券
は
な
く

な
り
ま
し
た
。

。
ゎ
手
持
の
旅
券
の
本
籍
、
氏
名
等
記

載
事
項
に
変
更
が
生
ビ
た
場
合
は
、
原

則
と
し
で
新
規
に
旅
券
を
取
得
し
て
頂

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
訂
正
申
請
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

。
代
理
申
請
が
幅
広
く
認
め
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
事
前
に
所
要
の
手
続
き
が
必

要
で
す
か
ら
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
0

0
渡
航
費
用
支
払
能
力
立
証
書
類
は
不

用
に
な
り
ま
し
た
。

{
申
請
に
必
要
な
書
類
]
①
一
般
旅
券

発
給
申
請
書
・
:
二
通
②
戸
籍
抄
本
ま
た

は
謄
本
・
一
通
③
住
民
票
:
・
一
通
④
写

真

(
5
m
×
5
m
)

二
枚
⑤
官
製
郵

便
は
が
き
:
一
枚
⑥
身
元
確
認
書
類
(
運

転
免
許
証
な
ど
一
通
の
提
示
で
よ
い
も

事
吐
ド
札
ド
札
ド
泊
宇
治
下
治
下
斗
下
北
本
当

tx壬
。
喝
事

d弘
ー
も

d
z
J本
4
J弘代
i

吐
ド
北
ド
吐
ド
北
ド
斗
不
当
下
北
小
ド
叶
下
治
主

人
間
ら
し
く
生
き
て
い
け
る
権
利
だ
。
あ
る
。

し
か
し
、
あ
そ
こ
の

A
君
は
、
部
落
の
今
、
部
落
の
人
達
は
、
部
落
差
別

子
だ
か
ら
遊
ん
で
は
い
け
な
い
。
し
ゃ
解
消
の
た
め
に
大
変
な
努
力
を
し
て
世

べ
っ
て
も
い
け
な
い
。
そ
ん
な
ご
と
を
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
僕
達
の
心
が
吋

本
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
い
う
け
次
第
で
そ
の
努
力
が
報
わ
れ
る
か
、
世

ひ
ね
曲
が
っ
た
言
動
は
人
権
尊
重
、
部
無
駄
骨
に
終
わ
る
か
が
決
ま
る
の
だ
。
~

品
目

X
士
一
一
落
差
別
を
な
く
す
こ
と

2
3
霊
は
、
自
分
自
身
の
生
活
に
章
一

4
市
b

B

F

二
一
障
害
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
す
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
自
分
の
~

学

年

一

だ

ろ

う

か

o

為
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
の
為
に
一
一

』
ド
一
一
部
落
の
始
ま
り
は
、
江
戸
時
代
生
懸
命
努
力
で
き
る
人
聞
を
増
や
す
日

い
川
|
|
い
し
の
一
番
低
い
身
分
の
人
達
が
住
ん
こ
と
が
大
切
だ
。
僕
達
は
そ
う
い
う
ヂ

れ

て

い

く

だ

ろ

う

。

で

い

た

地

区

か

ら

き

た

よ

う

だ

。

部

落

人

間

に

な

る

た

め

に

、

も

っ

と

考

え

吋

人
権
は
、
日
本
国
憲
法
の
三
つ
の
大
と
い
っ
て
差
別
さ
れ
る
子
供
達
に
は
何
を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
権
日

原
則
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
人
権
と
は
、
の
責
任
も
な
い
。
い
や
、
部
落
の
犬
人
が
大
切
に
さ
れ
る
こ
と
は
、
「
幸
せ
で
吋

人
聞
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
つ
て
の
人
た
ち
に
も
な
い
。
お
か
し
い
の
は
、
す
か
」
の
問
い
掛
け
に
全
で
の
人
が
、
世

い
る
権
利
で
、
基
本
的
人
権
と
呼
ば
れ
差
別
を
作
っ
た
人
達
と
、
今
で
も
部
落
「
イ
エ
ス
」
と
答
え
ら
れ
る
こ
と
だ
町

て

い

る

。

つ

ま

り

、

す

べ

て

の

人

聞

が

、

の

人

達

を

変

な

目

で

見

る

人

の

ほ

う

で

と

思

い

ま

す

。

日

乱
rヰ
ktk北
京

札

ド

辻

王

立

J悦
Z
乱
ド
治
下

4
J下
4
r札
一

、

治

帯

当

幸

治

下

泊

下

4
J下
4
J本
吐
、

人
権
の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で

す
。
ご
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始

ま
り
で
す
。

人
権
は
、
人
聞
が
平
和
に
生
き
て
行

く
ト
い
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自

分
だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
も
私
も
み
ん

な
人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
つ
ま
り
人
権
は
共
存
す
る
も
の

な
の
で
す
。
わ
互
い
に
人
権
を
守
っ
て

明
る
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
、
私
た

ち
の
願
い
で
す
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
六

月
一
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と

定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
で
皆
さ
ん

と
と
も
に
一
層
の
人
権
思
想
の
両
日
発
に

努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
中
で
人
権
を
侵
さ
れ
た
り
、

侵
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
方
は
、
わ
近
く

の
人
権
擁
護
委
員
、
ま
た
は
法
務
局
、

行
け
る
条
件
な
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

今
、
学
校
や
社
会
で
も
、
人
権
に
つ

い
て
真
剣
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
同
和

教
育
で
差
別
の
問
題
を
訴
え
続
け
ら
れ
、

会
合
な
ど
度
々
聞
か
れ
て
い
る
。
昔
は

耳
な
れ
で
い
た
差
別
の
言
葉
も
、

A
7
で

は
耳
に
し
な
い
の
で
、
翻
調
調
明
ー
ー
ー

扇
幽
口
マ
パ
命
輯

も
う
そ
の
問
題
は
解
決
罷
唱
睡

し
た
も
の
と
考
え
て
い
曙
勤
過

る
人
も
い
る
が
、
ま
だ
臨
叡
割
臨

そ
の
名
残
や
、
い
や
な
髄
暢
醐
ー
ー
ー

差
別
そ
の
も
の
が
隠
れ
て
い
る
。
中
途

半
端
で
は
い
け
な
い
。
す
べ
て
、
根
こ

そ
ぎ
摘
み
取
ら
な
く
て
は
、
ま
た
差
別

の
目
が
伸
び
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
。

心
の
底
か
ら
差
別
を
憎
み
、
そ
れ
を
な

く
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ
う
考
え

あ
る
い
は
そ
の
支
局
に
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

な
わ
、
当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
方
々
で
す
。

長
浜
黒
田
進
(
宮
臼

|
0
3
6
9
)

出
海
平
田
三
盛
(
宮
日

1
0
1
2
0
)

柴
土
居
孝
童
(
宮
日

0
0
0
2
)

パ
ス
。
本
l
ト
の

申
請
手
続
き
が
変
一
更
に

愛
媛
県
で
は
、
旅
券
(
パ
ス
ポ
ー
ト
)

の
申
請
受
理
及
び
交
付
事
務
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
旅
券
法
の
改
正
に
よ
り
、

四
月
一
日
か
ら
申
請
手
続
き
が
変
わ
り

ま
し
た
。

{
主
な
改
正
点
一

O
パ
ス
ポ
ー
ト
が
五

実
行
し
て
い
る
人
達
の
カ
で
こ
こ
ま
で

こ
れ
た
の
だ
。
そ
の
人
達
の
努
力
を
無

駄
に
し
な
い
よ
う
、
僕
達
で
人
権
を
守

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
人

一
人
が
自
覚
を
持
ち
、
差
別
を
な
く
し

て
い
け
ば
、
人
権
は
永
遠
に
守
り
継
が

同
幸
せで
す
か
?

の
と
、
保
健
証
な
ど
の
二
通
の
提
示
が

必
要
な
も
の
と
両
方
あ
り
ま
す
の
で
、

よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
J

⑦
印
鑑
⑧

旧
旅
券
詳
し
く
は
、
八
幡
浜
地
方
局
総
務
調

整
課
(
倉

0
8
9
4
1
m
|
4
1
1
1
)

の
旅
券
窓
口
ま
で
。

な
お
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得
手
続
き

に
つ
い
て
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

(
宮

0
8
9
9
l
n
l
8
8
4
4
)
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加 海
入外
でに
き住
自まん
25すで
蚕も

年金@保険。まちづくり

国
民
年
金
は
、
長
期
間
海
外
に
居
住

し
た
場
合
で
も
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
海
外
に
在
住
す
る
二
十
歳
か
ら
六

四
歳
ま
で
の
日
本
人
も
国
民
年
金
に
任

意
加
入
で
き
ま
す
。

加
入
の
方
法
は
、
最
終
住
所
地
に
市

町
村
役
場
で
手
続
き
を
行
い
ま
す
が
、

最
終
住
所
地
に
親
族
が
住
ん
で
い
る
場

合
、
親
族
に
加
入
の
届
出
や
保
険
料
の

納
付
を
し
て
頂
き
ま
す
。

親
族
が
住
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
社

団
法
人
日
本
国
民
年
金
協
会
(
東
京

都
千
代
田
区
平
河
町
二
五
五
)
を

亜睡瞳軍軍

労
働
手
帳
の
交
付
と

災
害
の
防
止
を

家
内
労
働
旬
問

委
託
者
(
内
職
の
仕
事
を
出
し
て
い

る
事
業
主
等
)
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
こ

と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
家
内
労
働
手
帳
に
、
工
賃
額
、
支
払

い
日
等
を
は
っ
き
り
と
記
入
し
て
、
必

ず
家
内
労
備
者
に
渡
し
ま
し
ょ
う
。

②
家
内
労
働
に
よ
る
災
害
を
防
ぐ
た
め
、

必
要
な
措
置
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
最
低
工
賃
額
以
上
の
工
賃
を
、
一
か

月
以
内
に
全
額
支
払
い
ま
し
ょ
う
。

家
内
労
働
者
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
家
内
労
備
手
帳
を
委
託
者
か
ら
受
け
、

必
ず
は
っ
き
り
と
記
入
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
F
7
0

冨霊室富田盛盟臨... 霊

協
力
者
と
し
で
加
入
及
び
保
険
料
納
付

を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

社
A 
エ玉E

{呆

険

出
張
相
談
の
お
知
ら
せ

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

月
二
回
、
社
会
保
険
の
出
張
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
に
つ
い
て
相

談
さ
れ
た
い
方
は
、

hu
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

一
日
時
]
五
月
二
十
一
日
(
午
後
一

時
1
午
後
四
時
)
・
六
月
十
一
日
(
午

後
一
時

1
午
後
四
時
)

一
場
所
}
長
浜
町
商
工
会

②
家
内
労
働
に
よ
る
災
害
が
起
き
な
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
工
賃
は
、
全
額
を
一
か
月
以
内
に
受

け
ま
し
ょ
う
。

家
内
労
働
に
つ
い
て
の
ご
相
談
や
お

問
い
合
わ
せ
は
、
愛
媛
労
働
基
準
局
賃

金
課
(
盟

0
8
9
9

お

2
1
2
0
)

ま
た
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

7 No 

ふ
る
さ
と
塾
主
宰
・
萩
原

せ
る
オ
ル
ゴ
ー
ル
が
、
て
る
で
る
坊
主

の
旋
律
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
や
が
て
立
派
な
「
で

る
で
る
坊
主
記
念
館
」
ま
で
誕
生
し
ま

し
た
。

数
年
前
に
長
野
県
の
山
あ
い
の
ま

ち
に
講
演
に
行
き
ま
し
た
。
松
本
市

と
大
町
市
の
間
に
あ
る
池
田
町
で
す
。

講
演
会
の
途
中
で
午
後
三
時
の
サ

イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
し
た
。
近
く
の
工

場
の
サ
イ
レ
ン
で
し
た
が
、
ど
ご
に

い
て
も
聞
け
る
も
の
で
し
た
。

そ
の
時
、
ふ
と
思
い
出
し

た
の
が
、
こ
の
ま
ち
は
、
あ

の
誰
も
が
知
っ
て
い
る
で

る
で
る
坊
主
、
て
る
坊
主

・
:
の
童
謡
の
作
詞
者
、
浅
原

鏡
村
先
生
の
ふ
る
さ
と
だ
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で

「
い
や
あ
、
皆
さ
ん
の
ま
ち

は
、
て
る
で
る
坊
主
の
発
祥

地
で
す
よ
斗
と
言
っ
た
の
で

す。て
る
て
る
坊
主
の

ま
ち
が
誕
生

す
る
と
、
数
日
た
っ
て
か
ら
、
地

元
の
銀
行
の
行
員
全
員
が
、
胸
に
で

る
で
る
坊
主
を
下
げ
ま
し
た
。
そ
れ

に
呼
応
し
て
、
商
工
会
の
青
年
部
が
、

「
よ
し
、
て
る
で
る
坊
主
の
メ
ロ
デ

ィ
ー
の
チ
ャ
イ
ム
と
オ
ル
ゴ
ー
ル
を

つ
く
ろ
う
己
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
う
し
て
、
と
う
と
う
ま
ち

の
ほ
と
ん
ど
の
家
で
、
受
話
器
を
の

自

H
V
a白
H
γ
s
o
u
v目
白

H
γ
E

戊

裕

ツ
に
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
ι
と
勧

め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ず
い
ぶ
ん
有

名
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
、

国
体
に
も
採
用
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。五
月
の
空
に

か
つ
お
の
ぼ
り

ま
だ
あ
り
ま
す
。
枕
崎
か
ら
こ
い

の
ぼ
り
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
代
わ
り
に
、
ま
ち
の
空
に
は
、

風
薫
る
五
月
、
な
ん
と
、
か
つ
お
の

ぼ
り
が
泳
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

鹿
児
島
県
に
枕
崎
と
い
う
市
が
あ
り
つ
ま
り
、
ま
ち
守
つ
く
り
が
う
ま
く

ま
す
。
か
つ
お
ぶ
し
の
名
産
と
し
て
有
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
、
み
ん
な
が
、

名

で

す

。

足

元

に

あ

る

材

料

を

耕

し

直

し

て

い

今
か
ら
七
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
が
、
る
の
で
す
。
初
め
か
ら
盛
ん
だ
っ
た

足
元
に
あ
る
材
料
を
い
い
れ
し
い

ハ
j
ト

で

耕

す

文

化

と

い

う

圃

I
E
4

習

の

は

英

語

で

カ

ル
チ
ャ
ー
、
簡
単
に
い
え
ば
、

4
析
す
4

こ
と
で
す
。
あ
な
た
の
ま

ち
に
あ
る
、
ふ
だ
ん
何
気
な
く
思
っ

て
い
る
材
料
を
、
ハ
ー
ト
で
耕
す
こ

と
が
、
ま
ち
守
つ
く
り
の
一
つ
の
や
り

方
で
す
。

生
き
る
町
と
な
る
た
め
に
は
ハ
ー

ト
が
必
要
な
の
で
す
。

自
分
た
ち
が

ま
ず
愛
着
を
も
っ

市
の
有
志
の
人
達
か
ら
、
「
か
つ
わ
ぶ
し

が
売
れ
な
く
て
困
つ
で
い
ま
す
、
い
い

方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
己
と
相
談
を
受

け
ま
し
た
。
「
か
つ
お
ぶ
し
の
産
地
だ
か

ら
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
食
堂
、
そ
れ
か
ら

ホ
テ
ル
に
、
か
つ
お
ぶ
し
と
削
り
器
を

置
き
な
さ
い
己
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し

た。
つ
ま
り
、
ど
こ
で
も
そ
う
で
す
が
、

外
で
売
る
ご
と
ば
か
り
を
考
え
て
、
自

分
達
が
そ
れ
に
愛
着
を
持
っ
て
い
な
い

の
で
す
。
こ
れ
で
は
市
が
発
展
す
る
道

理
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
、
か
つ
お
は
一
本
釣
り
の

漁
法
で
す
か
ら
、
「
一
本
釣
り
を
ス
ポ
l
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画面画盟盟飽食時代。その他

車見
Aム，
すL 級母

月日 士号 所 受付時間 ア マ

6/ 7 妊J辰申の歯の衛生と保健
ト一一一一一

6/14 同[体育館 午前 9 ・ 30~11: 30 赤ちゃんの扱いプJ
ト一一一一一

6/21 :h産の経過と補助動作
不正大麻・けし撲滅運動
(5 月 1 日 ~6 月 30 日)

当直医院

月 日 当直医続 電話番号

5/20 岡田医院 52 ~ 0639 

5/27 菊地医院 52 ~ 0209 

6/3 門屋医院 52 ~ 0202 

6/10 石村病続 52 ~ 0275 

6/17 清水医院 52 ~ 2883 

6/24 米川医院 52 ~ 0165 

I診療]救急患者の方のみO
[受付]午前1O:00~午後 5:00
※原則として往診は致しませんO

乳児検診

場所 受付時間

刊

山

↑

ま

じ
一
生

~
一
月

ハ刊
v
一
-i

-J
一
年

1
1

ム一
n，白

竺
H

i
F

一
白
川

一
ハ
U

館
一

1.

育二

7

将
一
年

日
一
元

町

仰

-
浜
一

H

長
一

1
a

l
よ

者

j
象

方

/
一
対
の

6

一f
a
1

献 血

月日 J~吉 所 受付時間

町体育館 午前 9:30~12:00

大和公民館 午後 1:15~ 2:30 
5/29 
昭和サボア

午後 3:00~ 4:15 
長浜工場

付

一
受

一

円

i
l
l
、V
-
1
-

一
日
U

i

一ハリ

日
一
所
一
で
で
一

5

一

一

一

ま

ま

一

頭

い

一

上

一

一

時

時

一

ー

さ

一

一

一

9

m
一

下

一

買

一

一

前

前

一

金

で

一

一

一

午

午

一

料

し

一

犬

一

場

所

ム

庁

げ

参

一

一

一

絡

本

一

土

持

一

用
一
一
連
場
一
買
、
ず
一

;

一

一

各

役

一

]

必

一

不
寸

IT--i象
を
一

1
1

一
つ
μ

ρ

り

一

査

一

r
E

一
つ
ん
つ
れ
】
一
必
泊
一

一
/
/
一
対
印
一

月
一

5

6

一
[
※
一

地区別健康相談

JJ日 士易 所 時 間

6/12 豊茂上区集会所 13:30~15:0。

6/18 
同の淵集会所 10: OO~ 11 : 30 
小野集会所 13: 30~ 15 :00 

6/20 無事喜地集会所 13:30~15:00 

出海公民館 1O :00~14:00 

6/25 本郷集会所 10: OO~ 11: 30 
大平集会所 13:00~14:0。

樫谷集会所 10: OO~ 11: 30 
6/26 豆柳集会所 13: 30~ 15: 0。
柿の久保(御堂) 13: 30~ 15: 00 
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ルポ。蔵時記血判幽抽出血

火
災

0
を
願
、
71
防
火
祈
願
築

1

毎
年
恒
例
の
長
浜
町
防
火
祈
願
祭
が
山
月
七
日
、
住
吉
神

社
で
行
わ
れ
、
各
地
区
消
防
団
の
八
刀
同
長
を
は
じ
め
二
十
二

人
が
参
加
、
火
災
の

な
い
一
年
を
町
駅
っ
た
の

昨
年
度
の
町
内
火

災
発
生
件
数
は
七
件

と
六
十
三
年
度
の
十

一
件
に
比
べ
て
問
件

減
少
し
て
い
る
。
日

頃
か
ら
火
の
用
心
を

心
掛
け
、
火
災
件
薮

。
に
し
た
い
も
の
。

三笠選翠塁塁霊宝亘圃

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

参
拝
客
で
に
ぎ
わ
う

ー
沖
浦
観
音
祭
り

1

四
月
十
七
日
、
桜
の

名
所
と
し
て
知
ら
れ
る

沖
浦
観
土
刊
で
、
沖
油
観

音
祭
り
が
行
わ
れ
た
。

正
午
か
h

勺
一
直
測
の
も
ち

ま
き
カ
ラ
オ
ケ
大
会

小
学
生
剣
道
大
会
な
ど

祭
り
を
感
り
上
げ
る
催

方
1

こ
A

一一言
j

y
レトν

参
拝
客
を
肝
心
木
し
ま
せ
た
。

コ口口口口口口口口口口口口口口口

か
わ
い
い
子
で
ゴ
シ
ゴ
シ

幼
い
?
)
ろ
か
ら
、

ポ
ス
ト
の
機
能
を
理

解
し
、
そ
の
重
要
性

を
知
っ
て
ほ
し
い
と
、

長
浜
保
育
所
(
下
回

所
長
)
の
閑
児
ら
が
、

四
月
十
七
日
、
ポ
ス
ト

t
A
護
週
間
で
長
浜
郵

t

何
局
長
、
同
職
員
た

ち
と
旧
町
内
の
ポ
ス

ト
の
清
掃
念
行
っ
た
。

ー
ポ
ス
ト
愛
護
週
間

3

'.) 

」勾で6

口

口

口

龍
馬
@
長
浜
か
ら
船
出

「
L

門
]
口
坂
本
龍
馬
が
、
脱
議
の
と
き
歩
ん
だ
道
を
た
ど
ろ
う
と
、

口
研
究
グ
ル
ー
プ
計
二

口
十
五
人
が
、
四
月
十

日
四
日
高
知
を
出
発
し
、

口
卜
五
日
午
後
、
最
終

口
目
的
地
で
あ
る
長
浜

口
に
到
着
し
子
一
一
グ
ル

l

C
ブ
に
は
、
龍
馬
の
血

口
縁
の
子
孫
も
い
て
、

口
龍
馬
が
泊
ま
ソ
た
し
一

口
い
う
、
長
浜
本
町
の
日

口
山
家
で
、
あ
茶
を
囲
み

じ
能
馬
の
話
で
楽
し
い

口
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

ー
脱
落
経
路
調
査

i

竹
の
よ
ー
の
皮
の
柔
ら
か
い
部
分
を

絹
皮
と
呼
び
ま
す
コ
こ
の
絹
度
内
木

の
芽
和
え
、
そ
れ
に
ワ
カ
メ
1r一
竹
の

一
子
の
版
物
、
竹
の
子
ご
飯
。
最
近
は

食
物
に
季
節
感
シ
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
旬
(
し
ゅ
ん
一
の

味
で
す
ね
。

た
け
開
一

竹
の
千
は
、
笥
と
も
出
き
ま
す
。

竹
の
下
に
旬
と
書
く
の
は
、
食
べ
ご

ろ
が
、
旬
(
じ
ゅ
ん
)
す
な
わ
ち
十

日
間
ぐ
ら
い
だ
か
月
と
か

む
か
し
、
孝
行
息
子
が

苦
の
中
か
ら
竹
の
子
を
撮

っ
た
話
を
ご
存
じ
と
思
い

ま
す
。
小
凶
の
ペ
ハ
の
時
代

に
、
子
皿
宗
と
い
う
人
が
母

の
好
物
の
竹
の
子
を
求
め

て
雪
の
竹
林
に

υき
、
竹

の
子
を
探
し
中
i
て
た
話
で

寸

親

孝

行

が

報

わ

れ

て
訂
跡
が
起
こ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
υと

こ
ろ
が
、
最
泣
は
、
年
末
か
ら

竹
の
子
が
市
場
に
出
て
い
ま
す
。
南

九
州
な
ど
岐
か
い
地
方
の
物
で
す
。

こ
れ
は
、
さ
ぐ
り
似
り
と
い
っ
て
、

k
の
中
か
ら
出
る
前
の
竹
の
チ
を
、

さ
ぐ
り
山
寸
¥
て
問
問
り
出
す
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
肥
料
な
ど
に
工
夫
を
し
て

成
長
企
速
め
て
も
い
ま
す
り
ほ
か
に

南
中
固
な
と
か
ら
、
航
空
便
で
く
る

物
も
あ
り
ま
す

大
変
珍
し
い
こ
と
を
り
師
走
筒
、

本
茄
子
μ

と
-
一
一
け
い
ま
す
が
、
い
ま
は
、

い
ど
ち
ら
も
そ
う
珍
し
く
な
く
と
り

ま
し
た
。
と
は
け
っ
て
も
、
や
は

り
竹
の
子
は
初
夏
の
昧
p
j
A

竹
の
子
が
旬
の
こ
ろ
は
、
野
鳥
の

芦
が
ひ
と
き
わ
に
ぎ
や
か
に
な
る
季

節
で
も
あ
り
ま
す
。
五
月
十
日

1
十

六
日
は
愛
鳥
週
山
で
す
。
今
年
の
中

心
行
事
1

全
国
好
品
保
護
の
つ
一
ど
い
」

は
、
同
十
三
日
に
金
沢
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
あ
な
た
も

身
近
な
肝
鳥
の
声
に
耳
を
傾
け
て
み

ま
せ
ん
か
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一一品一日

-m
宮
岡
ー土円
ヨ空j

切
ら
れ
ゆ
く
慌
判
の
成
木
生
々
し
農
な

ら
ぬ
身
も
憤
り
党
ゆ

永
井
み
う
き

ぶ
ぬ
る
む
肱
川
に
工
、
/
シ
/
の
立
目
立
て

て
船
は
河
口
に
水
脈
引
き
て
上
る

東

は

な

f

夜
の
明
け
に
こ
の
部
開
そ
っ
と
わ
が
妻

の
ム
ブ
朝
も
起
き
ゆ
く
衣
擦
の
音
矢

野

市

芭
蕉
の
句
に
惹
か
れ
て
こ
?
)
に
あ
こ
が

れ
し
金
色
没
の
前
に
今
作
つ山
ド
ョ
、
不
子

わ
が
喜
寿
に
子
が
運
び
く
れ
し
こ
の
ベ

ッ

ド

心

抱

き

々

と

寝

む山
U
美
千
子

長
浜
あ
り
そ
短
歌
会

潮
満
つ
る
音
の
静
け
き
川
ハ
の
汀
を
歩

む
日
の
落
つ
る
ま
で

久

保

七

郎

灯
台
も
荒
磯
を
打
つ
波
さ
へ
も
幼
日
に

か
ヘ
り
飽
か
ず
眺
む
る
湖
の
岬

垣

見

落

枝

社
用
仁
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
旅
寸
る

rr

を
寝
て
も
覚
め
て
も
た
だ
無
事
祈
る

片
岡
千
代
子

日
だ
ま
り
の
波
釘
際
に
鴎
の
群
動
く
し

ぐ
さ
に
春
を
感
じ
っ

鎌

田

文

香

亡
き
母
の
こ
り
性
の
肩
も
み
ほ
ぐ
し
笑

ひ
て
く
れ
し
顔
思
ひ
出
づ

山
芹
本
純
子

慕
の
辺
の
花
ぽ
ゆ
る
る
水
仙
よ
好
み
し

母
の
憶
ひ
は
深
し

密璽露盤覆審玄室・・・・-叩ず翠翠理圃E 彊櫨盟文芸・一歳です。その他噂圃-=::::L圃

f"一;jM
久保智裕ちゃん(戒川)

ツ¥
f呆

柴事
家の F;--、b
壁 谷立ノi
量一角早/
予位手
/ぷ!

?に一
〉ド

* 

川
円
一
一
U
町
体
育
館
で
聞
か
れ
た
、

農
協
州
人
部
総
会
の
席
上
で
、
農
協
婦

人
部
第
六
同
一
本
一
民
菜
園
コ
ン
ク
ー
ル
(
町

長
質
)
で
、
発
の
谷
淵
ヨ
シ
子
さ
ん
Mr

-
位
に
入
賞
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

工
業
統
計
調
査

広
報
用
ポ
ス
タ
ー
募
集

通
産
省
で
は
、
て
注
統
計
調
査
の
円

治
な
実
施
を
図
る
た
め
、
次
の
削
M
M
聞
で

広
報
用
ホ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

{
応
募
資
格
一
待
に
制
限
な
し
。

{
作
品
の
内
容
一
作
品
は
未
発
表
の
も

の
で
、
製
造
業
を
九
月
む
事
業
所
の
方
9

々

が
工
業
統
計
調
査
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
調
査
へ
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う

な
内
容
の
も
の
と
し
ま
す
。

一
作
品
の
規
格
等
一
①
用
紙
の
大
き
さ

は
日
本
工
業
規
桔

A
2
版
一
れ
九
四
×

凹
二
叩
)
と
し
ま
寸
一
J

②
用
紙
は
縦
長

水一五日1
水
近
山
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
ム
叩
の
道
ん
で
す
。
六

月
一
日
か
ら
始
ま
る
「
水
道
週
間
」

を
機
人
ぷ
に
、
改
め
て
水
道
の
大
切

さ
を
見
直
L
、
上
子
な
使
い
方
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

近
づ
き
ま
し
尤
ノ
.

冷
罵
産
の
調
子
は

い
か
が
で
す
か

風
通
し
の
よ
い
し
涼
し
い
と
こ
ろ
に
、
壁
か
ら
一

一
日
一
セ
ン
チ
く
ら
い
離
し
て
置
き
ま
し
ょ

7
0

裏
側
も
た
ま
に
そ
う
ど
し
ま
し
ょ
う
コ
汚
れ
る

一
と
冷
え
に
く
く
な
り
ま
す
。

に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
f

③
使
用
す
る

色
は
山
色
以
内
と
し
ま
2

9

0

(

た
だ
し
、

白
色
は
一
色
と
数
え
ま
せ
ん
。
)
一
④
図
案

に
は
、
「
通
高
産
業
省
」
「
工
業
統
計
制

査
」
「
平
成
一
一
年
十
一
一
月
三
十

-
H
l
の

文
字
会
必
ず
人
れ
て
く
だ
さ
い
。
⑤
写

真
は
使
用
し
な
い
f

く
だ
さ
い
c
⑥
一
応
募

作
品
の
裏
面
に
は
、
「
住
所
」
一
氏
名
」

「
這
話
番
号
」
「
職
業
(
学
生
の
場
合
に

は一一
f
和
名
、
学
年
)
」
を
必
ず
忍
入
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
「
氏
名
」
「
学
校
名
〕

は
略
字
を
使
わ
ず
正
し
い
字
体
で
書
き

「
ふ
り
が
な
」
を
つ
け
て
く
だ
主
い
。

{
応
募
期
限
}
六
月
一
二
卜
日
(
当
口
消

印
有
効
)
ま
で
。

一
応
募
万
法
一
作
品
は
、
応
募
者
の
在

住
す
る
都
道
府
県
の
工
業
統
計
調
査
相

当
地
局
ま
た
は
、
通
商
産
業
大
臣
官
房

水道週間

(6月1日-7日)

四
国
電
力

調
査
統
計
部
工
業
統
計
詳
(
〒
瑚
東
京

都
千
代
川
区
霞
ヶ
関
一
丁
目
二
番
一
号
)

あ
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

{
入
選
作
品
の
著
作
権
等
一
①
入
選
作

口
聞
の
著
作
権
は
通
商
産
業
省
に
帰
属
し

ま
す
。
②
入
選
作
品
等
に
つ
い
て
は
、

印
刷
等
の
郎
合
ヴ
一
部
修
正
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
〕
⑨
一
応
募
作
品
は
返
還
し

ま
せ
ん
。

ま
ち
づ
く
り

写
真
コ
ン
ク
l

四
国
郵
政
局

郵
政
省
で
は
、
簡
易
保
険
・
郵
便
年

余
吹
金
が
地
械
の
生
活
環
境
一
の
整
備
資

金
な
ど
に
使
わ
れ
、
地
域
社
会
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
の
田
町
解
を
深
め

る
た
め
、
か
ん
ぽ
資
金
ま
た
づ
く
り
写

兵
コ
ン
ク
ー
ル
を
、
次
の
と
お
り
実
施

し
士
す
。

一テ
l
マ
一
簡
易
保
険
・
郵
便
年
余
資

金
の
融
資
で
つ
く
ら
れ
た
施
設
、
ま
ん

は
、
簡
易
保
険
圃
郵
便
年
余
加
入
主
制
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祉
施
設
を
題
材
と
し
た
も
の
(
例
・
学

校
、
公
闇
、
瀬
戸
大
橋
、
高
速
自
動
車

道
、
簡
易
保
険
保
養
セ
ン
タ
ー
な
ど
町

一
応
募
規
定
一
一
般
の
部
:
四
ツ
切
、

ま
た
は
、
キ
ャ
ピ
、
不
版
一
カ
ラ

l
・
白

黒
」
マ
小
学
斤
て
の
部
・
中
学
生
の
部
:
・

キ
ャ
ビ
ネ
版
以
下
(
力
一
7
1
・
白
黒
)

一
応
募
期
限
一
七
月
三
十
一
日

{
作
品
の
受
付
}
全
国
の
郵
便
局

一
そ
の
他
}
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。
写
真
は
一
枚
写
真
と
L
、

返
却
は
し
ま
せ
ん
。

備)岸本印刷印刷平成2年 5月10日発行

陸@;毎・空

~三c-->.己ーーさとふτさユっz 今

一
応
募
資
格
一
十
八
歳
以

上
、
-
一
十
五
歳
未
満

一
給
与
一
初
任
給
(
十

一
一
万
一

F
円
)
期
末
、
勤
勉
手
当

』
(
年
一
二
日
・
合
計
五
・
一
か
月
分
)
の

世
他
、
各
種
手
当
が
職
務
や
勤
務
条
件

等
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
衣
食
住
一
食
事
、
宿
舎
費
が
無
料

平成2年 5月号

詳
し
く
は
、
四
国
郵
政
局
保
険
部
資

金
運
用
課

(
8
0
8
9
9
|部
1
5
2

4
6
)
ま
で
。

寄
付
探
納

O
櫛
生
保
育
所
字
国
兇
保
芝
占
一
同

闇
庭
用
掛
け
時
計
を
怖
生
保
育
所
ヘ
c

O
櫛
生
保
育
所
時
の
会
・
:
あ
祭
り
ハ
ツ

ピ
三
十
五
組
を
櫛
生
保
育
所
へ
c

。
沖
浦
保
育
所
母
の
会
:
・
幼
児
用
ロ
ッ

カ
ー
を
沖
浦
保
育
所
へ
。

の
他
、
被
服
等
も
す
べ
て
無
料
で
支

給
ま
た
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

一
そ
の
他
一
任
期
制
隊
員
に
つ
い
て
世

は
、
特
別
退
職
子
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
~

一
任
期
一
一
一
年
・
陸
上
」
満
了
時
点

一
百
日
(
四
十
五
万
六
千
円
)
一
行
一

期
(
三
年
・
海
上
、
航
空
)
満
了
時
一

一
百
五
十
口
八
刀
一
、
七
十
一
万
一
千
円
)
司

そ
の
後
の
任
期
へ
-
年
)
毎
に
、
一
一

二
百
円
分

i
七

十

五

日

分

『

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ま
た
は
が

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部
(
告
は
吋

4

1

2

3

)

ま

で

。

世

広報ながはま

教
務
後
V

長
議
鱒
ゑ
警

o
h口
滝
保
育
所
ほ
の
会
・
ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
を
白
滝
保
育
所
へ
。

C
沖
捕
保
育
所
平
成
元
年
鷹
市
「
圃
冗
保

護
者
一
向
:
・
玩
具
整
理
大
箱
一
二
一
個
)

を
沖
浦
保
育
所
へ
。

O
内
子
町
の
西
本
義
明
さ
ノ
九
:
一
日
本
語

大
辞
典
(
二
冊
)
を
長
浜
中
学
校
ヘ
リ

ゅう|詰
3
月
の
ト
y
プ
は

村
上
幸
治
・
尚
子
さ
λ
の

ノ
】レ

3
月
届
出
分
(
敬
称
略
一

住

所

氏

名

婚

姻

届

時

年

齢

ヘ
同
一
円
時
村
上
幸
治
(
二
三
)

/LH

滝
村
上
尚
子
(
二
三
一
)

ヘ

櫛

生

大

本

典

治

(

二

三

)

/

大

洲

市

小

泉

給
f

T

(

一
二
一
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

長上今仁Il~ 長笠住
老
浜松士万 j電浜浜 1支所

3
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

鎌

田

圭

二

二

女

里

沙

川
崎
兼
康
一
一
一
男
大
輝

尾

上

聖

三

長

男

雄

哉

児

玉

善

広

長

女

香

菜

子

谷

上

春

樹

二

男

真

基

細

川

正

邦

一

一

同

駿

也

武

出

貴

行

二

女

静

芥

お
く
や
み

3
月
局
出
分
一
敬
称
略
)

住

所

氏

氏

名

死

亡

時

年

齢

長

浜

米

子

喜

佐

子

(

八

九

)

長

浜

浅

田

登

亀

男

(

五

四

)

人
ノ
防
備
田
須
奈
雄
(
三
四
)

ド
一
須
戒
川
田
ク
ニ
ヱ
(
八
二

長
一
点
豊
田
ト
ラ
ヨ
(
八
八
)

下
須
成
山
下
忠
士
口
(
八

O
)

仁

久

門

旧

惇

治

郎

(

八

一

)

白

滝

新

家

千

鶴

(

七

二

)

豊

茂

米

両

セ

ン

(

七

問

)

戒

川

武

知

カ

メ

子

(

七

O
)

下
須
戒
松
岡
刃
一
代
(
八
一
)

V
4
7習
品
市
中
山
寸

勺
A
U

司
A
U

W

述

書

鞍

皐

来

日

U
袋

α

芸名目曹司闘段

今
月
号
か
ら
広
報
担
当
需
が
変
わ
り

ま
し
た
。

議
会
記
事
、
資
料
な
V
仁
の
整
理
、
編

集
、
す
べ
て
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
、

円
暗
中
模
索
H

の
う
ち
に
や
っ
と
出
品
会

上
が
り
ま
し
た
。

今
月
け
は
、
国
い
内
容
で
す
が
、
大

切
な
記
事
ば
か
り
な
の
で
、
ぜ
ひ
目
を

過
し
て
下
さ
い
。
こ
れ
か
ら
、
自
分
の

個
門
会
出
し
な
が
ら
、
新
し
い
企
画
に

も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
む
願
い
し
ま
す
。
(
い
)

訂
正
-
-
本
紙
四
月
号
一
ペ
ー
ジ

の
臨
海
土
地
造
成
事
業
収
瓦
概
要

の
欄
中
、
{
歳
入
総
額
一
八
十
川

億
二
千
百
十
万
四
千
円
は
八

f
五

億
五
千
七
百
九
十
五
万
一
一
「
円
の

誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
わ
詫
び

し
ま
す
。

数

人口をふやしましょう

「目に若葉」の季節。出石

寺山・肱川・伊予灘は生気に

満ち満ちている。五月晴の空・

輝く太陽・濃くなる木々の宥

葉-頬を撫でる薫風の心地よ

い大自然何常み血管庁手J人事

異動があ-)ご一ヶ円はまたた

く聞に過 e，tた。ドi分の性に合
う職場 E 余')気ぴ)進まない職

士場等手重々干羨ノ';: h ~I，fl:に合わな

くても職場の構成の 員であ

る事を自覚し、現在とだ今の

職責に全力をあげることに生

きがいを見出さねばならない。

「人事会尽くして天命を待つ」

の心意気こそ大切だ。どんな

職場ひあっても人間関係を大

切にすることだ。1:::司・同僚・

部ドそれぞ、れ個々に尊重しあ

い、明るく誰とでも話せ、我

を押さえ、自己中心の考えは

押しつけ r， 常に職場I人!日土
十易力し、協調[内行動 "-Nは「る
ことであるム人間関係に破た

んをきたすと学校の奇校拒否

生のようになり職場へ行くの

が苦痛になり職場 Cイミ適Lと;の

レッテルカ、Hiiられら。十!に三

度反省し、周凶山人と l:b，主力で
きたか。職責はスムースに行

ったかと、自分自身を見つめ

人間関係が円滑になるように

すること。笑顔には笑顔で符

え、明るく町行政に尽し工場

誘致の完成に遁進し、豊かな

町づくりに尽力して欲しい。

帯世口人

自可月との土七車交

99ノ吋成

(22法)
23世得減

3月末現在

11 ，456人

(明ち 4川)
久子 6，055人/

世帯数 3守721十H:倍

n 人


